
－ 75 －

高田利貞「奄美群島ノ戦後処理ニ就テ」（原口）

　
　
　

序

一
九
四
五
年
六
月
二
十
一
日
沖
縄
本
島
陥
落
に
よ
り
、
南
西
諸
島
は
米
軍
の
支

配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奄
美
群
島
（
鹿
児
島
県
）
で
は
戦
闘
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
米
軍
の
沖
縄
占
領
は
直
ち
に
奄
美
群
島
の
占
領
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
奄
美
群
島
は
、
同
年
九
月
二
日
の
東
京
湾
で
の
米
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
号
上
に
お
け
る
日
本
の
降
伏
文
書
調
印
か
ら
五
日
後
の
九
月
七
日
、
沖
縄

県
旧
越
来
村
森
根
の
米
第
十
軍
司
令
部
（
沖
縄
市
の
前
身
、
現
嘉
手
納
基
地
内
）

で
行
わ
れ
た
南
西
諸
島
の
降
伏
文
書
調
印
）
1
（

に
よ
っ
て
、米
軍
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

本
稿
で
紹
介
す
る
「
奄
美
群
島
ノ
戦
後
処
理
ニ
就
テ
」
は
、
奄
美
群
島
の
戦
後

処
理
に
奄
美
守
備
隊
長
と
し
て
携
わ
っ
た
元
陸
軍
中
将
高
田
利
貞
）
2
（

の
手
記
で
あ
る

（
以
下
、
手
記
）。
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
十
二
月
の
間
の
、
奄
美
群
島
守
備
隊
の

武
装
解
除
か
ら
本
土
引
揚
（
復
員
）
に
至
る
ま
で
の
米
軍
と
の
折
衝
の
概
要
と
米

軍
の
宣
撫
、
取
締
状
況
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
手
記
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
米

軍
の
諸
指
令
に
奄
美
群
島
がN

orthern Ryukyu

（
北
部
琉
球
）
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
抗
議
し
、
奄
美
群
島
が
鹿
児
島
県
に
属
し
「
琉
球
」（
沖
縄
県
）
の

一
部
で
は
な
い
こ
と
を
米
側
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
経
緯
が
縷
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
外
交
史
料
館
で
編
纂
を
進
め
て
い
る
奄
美
群
島
返
還
日
米
交
渉
）
4
（

と
の
直

接
の
関
係
は
な
い
も
の
の
、
手
記
は
、
奄
美
群
島
が
米
軍
の
軍
政
下
に
置
か
れ
る

前
後
の
状
況
を
当
事
者
が
著
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
奄
美
の
「
帰
属
問

題
」
を
、
終
戦
処
理
の
極
め
て
早
い
時
点
で
明
確
に
米
側
に
主
張
し
た
、
奄
美
群

島
返
還
運
動
の
前
史
を
示
す
希
少
な
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、ま
た
、

奄
美
の
終
戦
に
関
す
る
通
説
、
誤
解
を
修
正
す
る
史
料
で
も
あ
り
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
。

手
記
は
、
外
務
省
記
録A

’.6.1.1.3-1

「
南
西
諸
島
帰
属
問
題 

奄
美
群
島
」
全
二

巻
中
の
第
一
巻
の
冒
頭
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
プ
印
刷
全
三
十
四
枚
で
Ｂ

4
三
十
一
枚
と
Ｂ
5
版
三
枚
か
ら
な
る
。
序
に
「
復
員
後
上
司
へ
報
告
セ
シ
モ
ノ

ヲ
一
部
関
係
者
ヘ
申
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
筆
記
セ
ル
モ
ノ
ヲ
要
求
セ
ラ
ル
、
敢
テ
印
刷

シ
、
更
メ
テ
微
衷
ヲ
披
瀝
シ
万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ニ
貢
献
セ
ン
ト
ス
一
資
料
ト

ナ
ラ
バ
幸
甚
ナ
リ
（
昭
和
二
十
一
年
二
月
上
旬
）」
と
執
筆
の
動
機
が
記
さ
れ
て

お
り
、
奄
美
群
島
の
行
政
権
が
正
式
に
日
本
か
ら
分
離
さ
れ
た
一
九
四
六
年
二
月

二
日
の
い
わ
ゆ
る
「
二
・
二
宣
言
」）

5
（

前
後
に
、
作
成
（
印
刷
）
さ
れ
て
い
る
。

史
料
紹
介高

田
利
貞
「
奄
美
群
島
ノ
戦
後
処
理
ニ
就
テ
」

原　

口　

邦　

紘
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本
手
記
は
、
一
九
四
六
年
三
月
、
第
一
復
員
省
（
旧
陸
軍
省
）
か
ら
外
務
省
へ
、

奄
美
群
島
の
「
帰
属
等
ニ
関
ス
ル
重
要
資
料
」
と
し
て
保
管
方
を
照
会
し
て
き
た

三
文
書
の
別
冊
と
し
て
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

6
（

。
本
稿
で
は
、
以
下
、
手
記
の

中
で
奄
美
の
管
轄
問
題
に
関
連
す
る
部
分
（
主
と
し
て
武
装
解
除
か
ら
復
員
）
に

つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
な
お
高
田
は
後
年
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
を
著
し
て
い
る
が）

7
（

、
そ
の
中
で
、
奄
美
の
一
部
を
手
記
か
ら
引
用

敷
衍
し
て
い
る
の
で
、
適
宜
紹
介
し
た
い
。

　

一
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
問
題
と
「
北
部
琉
球
」
問
題

米
軍
と
の
終
戦
処
理
の
折
衝
に
お
い
て
、
高
田
が
自
分
の
行
動
、
姿
勢
と
し
て

手
記
の
中
で
特
に
強
調
し
て
い
る
問
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
奄
美
群
島
を
第

二
の
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
に
し
な
い
よ
う
に
と
米
軍
司
令
官
に
訴
え
た
こ
と
、

第
二
に
、
奄
美
群
島
を
「
北
部
琉
球
」
と
呼
称
す
る
米
軍
に
抗
議
し
て
、
指
令
の

「
北
部
琉
球
」
を
「
奄
美
群
島
」
に
書
き
改
め
さ
せ
た
り
、
受
領
を
拒
ん
だ
よ
う

な
断
固
と
し
た
姿
勢
（
態
度
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
高
田
の
「
北
部

琉
球
問
答
」
と
呼
ば
れ
、
奄
美
返
還
運
動
当
時
か
ら
関
係
者
の
中
で
知
ら
れ
て
い

た
が
、
話
題
に
さ
れ
る
時
、
誤
解
さ
れ
拡
大
解
釈
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。

本
稿
で
修
正
し
て
お
き
た
い
。（
後
述
）

先
ず
、
高
田
は
米
軍
へ
の
最
初
の
接
触
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
米
国
第
十
軍
司

令
官
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
大
将
宛
に
、
奄
美
群
島
陸
軍
最
高
司
令
官
陸
軍
少
将
高
田

利
貞
名
の
書
翰
を
送
り
、A

m
am
i G
unto problem

 not to m
ake these 

islands 

“the second A
lsace-Lorraine

”（「
奄
美
群
島
ヲ
第
二
ノ
「
ア
ル
サ
ス
・

ロ
ウ
レ
ン
」
タ
ラ
シ
メ
ヌ
ヤ
ウ
」）
と
司
令
官
の
甚
大
な
尽
力
を
願
っ
た
。
す
な

わ
ち
、「
戦
後
決
定
セ
ラ
ル
ベ
キ
国
境
ノ
適
正
ハ
万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ヲ
固
ク

ス
ル
為
絶
対
必
要
」
と
信
じ
る
が
故
に
、
奄
美
群
島
を
日
米
間
の
紛
争
の
地
に
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
理
解
を
求
め
て
い
る）

8
（

。
書
翰
発
出
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
手

記
の
「
一
、米
第
十
軍
司
令
官
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ニ
送
リ
タ
ル
第
一
書
信
」

に
所
載
（【
史
料
】
第
二
、
一
）。

次
に
、「
北
部
琉
球
」
問
題
、す
な
わ
ち
、奄
美
群
島
は
鹿
児
島
県
の
一
部
で
あ
っ

て
「
北
部
琉
球
」
で
は
な
い
と
主
張
（
抗
議
）
し
た
事
例
は
、
手
記
の
「
二
、
奄

美
群
島
ハ
鹿
児
島
県
ニ
シ
テ
琉
球
ノ
一
部
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
米
軍
ニ
理
解
セ
シ
メ
タ

ル
経
緯
ノ
概
要
」
に
六
事
例
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（【
史
料
】
第
二
、
二
）。
先
ず
、

九
月
二
十
一
日
、
米
第
十
軍
カ
ン
ド
ン
大
佐
に
よ
る
武
装
解
除
の
指
令
交
付
を
め

ぐ
る
折
衝
で
あ
る
。
指
令
に
「
北
部
琉
球
ノ
兵
器
ヲ
引
渡
ス
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て

い
た
の
に
抗
議
し
て
高
田
が
「
奄
美
群
島
ハ
北
部
琉
球
ニ
非
ズ
」
と
し
て
指
令
を

拒
ん
だ
の
が
発
端
で
、
米
軍
作
製
地
図
を
根
拠
に
「
北
部
琉
球
」
で
あ
る
と
主
張

す
る
同
大
佐
と
数
時
間
に
及
ぶ
議
論
応
酬
の
末
、
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
第

十
軍
司
令
部
か
ら
「
奄
美
群
島
並
ビ
ニ
ト
カ
ラ
群
島
所
在
ノ
兵
器
」
と
訂
正
さ
れ

た
電
報
が
到
来
し
て
漸
く
打
開
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
折
衝
は
「
北
部
琉
球
問

答
」
と
し
て
奄
美
復
帰
運
動
推
進
者
の
間
で
は
有
名
な
逸
話
と
し
て
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
件
は
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
翌
々
日
の
二
十
三
日
の
武

装
解
除
の
実
施
時
に
再
燃
し
た
。
二
十
一
日
時
点
で
未
着
部
分
の
電
文
が
二
十
二

日
に
到
来
し
た
が
、
そ
れ
はnorthern Ryukyus

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

高
田
か
ら
抗
議
さ
れ
た
指
令
実
施
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
大
佐
がnorthern Ryukyus
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の
部
分
をnorth of O

kinaw
a to 30

° north latitude

（
沖
縄
の
北
方
北
緯
三

十
度
）
ま
で
の
諸
島
、
と
手
書
き
修
正
す
る
こ
と
で
落
着
し
た
。

奄
美
守
備
隊
の
復
員
を
め
ぐ
る
際
に
も
同
じ
問
題
が
発
生
し
た
。十
一
月
七
日
、

指
令
書
中
に
「
北
部
琉
球
ノ
全
日
本
国
民
」
な
る
表
現
が
あ
っ
た
た
め
指
令
書
を

復
員
実
施
責
任
者
の
ロ
イ
ス
ト
ン
中
佐
に
返
却
し
て
い
る
。
さ
ら
に
十
二
月
瀬
相

（
大
島
郡
瀬
戸
内
町
）
の
日
本
海
軍
司
令
部
で
行
わ
れ
た
復
員
輸
送
の
完
了
証
明

書
の
署
名
式
で
も
同
じ
問
題
が
発
生
し
た
。
証
明
書
に
「
北
部
琉
球
ノ
日
本
軍
」

の
復
員
完
了
と
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
高
田
は
先
に
署
名
を
終
え
て
い
た
奄
美

群
島
海
軍
司
令
官
加
藤
少
将
に
も
注
意
喚
起
し
て
差
し
戻
さ
せ
、
米
軍
と
折
衝
し

直
し
て
「
大
島
郡
」
と
訂
正
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
喜
界
島
で
の
武
装
解

除
中
に
、
カ
ン
ド
ン
大
佐
が
「
内
地
ヨ
リ
奄
美
群
島
ニ
来
住
中
ノ
人
員
ヲ
速
カ
ニ

報
告
セ
ヨ
」
と
指
令
し
た
の
に
対
し
て
、
奄
美
も
内
地
で
あ
る
、
古
仁
屋
で
も
内

地
人
の
本
土
帰
還
指
令
に
対
し
て
、
古
仁
屋
も
内
地
で
あ
る
と
抗
議
し
て
い
る
。

村
山
家
國
『
奄
美
復
帰
史
』（
南
海
日
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
刊
）

は
、
奄
美
復
帰
運
動
の
全
過
程
を
、
運
動
の
当
事
者
自
身
が
詳
細
に
論
じ
た
復
帰

運
動
史
の
代
表
的
文
献
で
あ
る
。
同
書
は
九
月
二
十
一
日
の
武
装
解
除
指
令
を
め

ぐ
る
折
衝
を
、「
降
伏
文
書
」
の
調
印
を
め
ぐ
る
折
衝
と
誤
解
し
て
い
る）

9
（

。
ま
た
、

そ
の
際
に
高
田
が
「『
ね
が
わ
く
ば
奄
美
群
島
を
し
て
、
第
二
の
ア
ル
サ
ス
ロ
ー
レ

ン
た
ら
し
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
』
と
希
望
を
申
し
添
え
、
米
軍
側
も
『
そ
の

旨
を
米
国
に
伝
え
る
』
と
う
な
ず
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
と
で
余
り
に
も
有
名

と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見
で
は
、
高
田
が
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
宛

の
書
信
で
述
べ
た
以
外
に
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い）
10
（

。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
高
田
の
一
貫
し
た
主
張
、
抗
議
は
、
そ
の
後
の
軍

政
下
の
奄
美
の
占
領
行
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
高
田
は
、

「
現
地
ニ
於
イ
テ
ハ
概
ネ
適
切
ニ
処
理
シ
、
奄
美
群
島
ハ
鹿
児
島
県
ニ
属
シ
九
州

ノ
一
部
ニ
シ
テ
琉
球
ト
ハ
全
然
別
個
ナ
ル
コ
ト
ヲ
理
解
処
理
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ト

信
ズ
」
と
結
論
し
て
い
る）
11
（

。
し
か
し
、軍
政
下
の
「
奄
美
群
島
」
の
英
語
標
記
は
、

相
変
わ
ら
ず
、the N

orthern Ryukyu 

す
な
わ
ち
「
北
部
琉
球
」
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
一
九
四
六
年
三
月
名
瀬
の
大
島
支
庁
に
設
置
さ
れ
た
米
軍
政
府
の
英
語
標
記

はU
nited States N

avy Governm
ent of the N

orthern Ryukyu Islands

で
あ
っ
た
。
日
本
語
は
「
北
部
南
西
諸
島
米
国
海
軍
軍
政
本
部
」
と
表
記
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
「the N

orthern Ryukyu Islands

」
は
「
北
部
琉
球
諸
島
」
で
は

な
く
「
北
部
南
西
諸
島
」
と
翻
訳
さ
れ
た
。
以
後
和
英
両
文
で
発
表
さ
れ
た
布
告

指
令
の
「N

orthern Ryukyu Islands

」
は
全
て
「
北
部
南
西
諸
島
」
と
表
記

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）
12
（

。

　

二
、
南
西
諸
島
に
関
す
る
降
伏
文
書

こ
こ
で
、
南
西
諸
島
に
関
す
る
降
伏
文
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
高
田
は
奄
美
群
島
日
本
陸
軍
司
令
官
陸
軍
少
将
と
し

て
、
沖
縄
県
旧
越
来
村
森
根
（
現
嘉
手
納
基
地
内
）
米
第
十
軍
司
令
部
で
九
月
七

日
に
実
施
さ
れ
た
降
伏
調
印
に
臨
ん
で
署
名
し
た）
13
（

に
も
か
か
わ
ら
ず
、手
記
で
は
、

全
く
触
れ
て
い
な
い
。
本
手
記
の
大
き
な
特
徴
（
謎
）
で
あ
る
。
手
記
中
に
は
、

わ
ず
か
に
一
ヵ
所
、
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
の
後
任
の
沖
縄
基
地
司
令
官
ロ
ー
ソ
ン
に

つ
い
て
「
小
官
ナ
ド
調
印
ノ
為
沖
縄
ニ
到
リ
シ
ト
キ
ハ
大
佐
ニ
テ
我
等
ト
ノ
直
接
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交
渉
ニ
任
ジ
居
リ
タ
リ
」
と
言
及
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（【
史
料
】
第
四
、
八
）。

高
田
著
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
に
も
、「
ま
え
が
き
」
で
「
筆
者
は
昭
和

二
十
年
八
月
十
五
日
敗
戦
日
本
の
一
守
備
隊
司
令
官
と
し
て
冷
厳
な
る
事
実
の
前

に
立
た
さ
れ
た
。
米
第
十
軍
司
令
官
を
相
手
と
し
て
降
伏
文
書
に
も
サ
イ
ン
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。）
14
（

」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
本
文
中
に
は
何
等
触
れ

て
い
な
い
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
忖
度
す
る
と
、
降
伏
文
書
（Surrender

）
は
、
無
条
件

降
伏
地
域
をthe islands in the Ryukyus

す
な
わ
ち
琉
球
諸
島
（
琉
球
列
島
）

と
表
現
し
て
緯
度
経
度
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
区
域
内
に
奄
美
群
島
も
一
括
包

含
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
な
が
ら
な
す
術
も
な
く
降
伏
文
書
に
署
名

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
高
田
に
し
て
み
れ
ば
、忸
怩
た
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

敢
え
て
手
記
で
は
触
れ
な
か
っ
た
（
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
）
と
も
推
定

で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
経
験
が
、
降
伏
文
書
調
印
後
に
始
ま
る
奄
美
群
島
の

武
装
解
除
に
際
し
て
、
奄
美
群
島
の
米
軍
に
よ
る
「
北
部
琉
球
」
表
記
へ
高
田
が

こ
だ
わ
っ
た
一
因
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

三
、
奄
美
復
帰
運
動
へ
の
高
田
の
関
わ
り

高
田
は
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
で
一
章
を
割
い
て
「
終
戦
後
に
於
け

る
復
帰
運
動
」
の
経
緯
を
概
説
し
て
い
る
が
、「
筆
者
は
奄
美
守
備
の
重
任
は
終

戦
に
よ
っ
て
中
断
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と
決
意
し
、
復
帰
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ

た
が
追
放
の
身
と
な
り
、
思
う
ほ
ど
働
け
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る）
15
（

。
追
放

前
に
お
け
る
幾
つ
か
の
関
わ
り
を
紹
介
し
て
い
る
中
で
、
外
務
省
の
勧
め
と
斡
旋

で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
赴
き
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
へ
の
会
見
を
試
み
た
エ
ピ
ソ
ー
ド）
16
（

が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
実
は
外
務
省
記
録
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

『
奄
美
復
帰
史
』
は
高
田
に
つ
い
て
一
ヵ
所
触
れ
て
い
る
。「
こ
の
こ
ろ
（
昭
和

二
十
七
年
十
一
月
）、
現
地
代
表
の
宿
舎
高
輪
旅
館
に
珍
客
が
あ
ら
わ
れ
た
。
元

奄
美
群
島
最
高
司
令
官
高
田
利
貞
陸
軍
少
将
で
あ
る
。
同
元
少
将
は
終
戦
処
理
の

武
装
解
除
で
米
側
の
命
令
書
「
北
部
琉
球
」
を
否
定
、奄
美
群
島
と
「
北
部
琉
球
」

の
相
違
を
米
側
に
認
め
さ
せ
た
歴
史
的
な
「
問
答
」
の
主
人
公
で
あ
る
。
奄
美
に

対
す
る
理
解
は
深
く
、
運
動
の
方
法
論
に
お
い
て
も
、
沖
縄
と
の
共
闘
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
今
の
段
階
で
は
単
独
推
進
が
望
ま
し
い
と
し
て
陳
情
団
を
励
ま
し

た
。」
と
紹
介
し
て
い
る）
17
（

。

　
　
　

結
語

高
田
の
抗
議
は
米
側
の
「
北
部
琉
球
」
表
記
を
「
奄
美
群
島
」
に
訂
正
さ
せ
る

ま
で
に
は
奏
効
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

調
印
（
一
九
五
一
年
九
月
）
以
降
、
一
段
と
激
化
す
る
奄
美
復
帰
運
動
の
大
き
な

う
ね
り
の
中
で
、
終
戦
直
後
の
武
装
解
除
の
早
い
時
点
で
、
奄
美
の
管
轄
に
つ
い

て
米
軍
に
明
確
に
主
張
し
た
人
物
と
し
て
、
高
田
の
行
動
は
、
復
帰
運
動
の
中
で

心
理
的
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

注（
1
）
降
伏
文
書
に
つ
い
て
は
（
注
13
）
参
照
。

（
2
）
一
八
九
〇
年
三
月
鹿
児
島
市
平
之
町
生
ま
れ
。
一
九
五
七
年
十
二
月
没
、
六
十
七
才
。
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一
九
一
三
年
陸
士
卒
、
陸
軍
少
尉
を
皮
切
り
に
山
東
省
青
島
守
備
隊
（
中
尉
）、
第
六

師
団
副
官
と
し
て
満
州
事
変
に
出
征
、
第
二
師
団
歩
兵
第
四
連
隊
長
、
特
務
機
関
長

を
経
て
中
国
よ
り
帰
還
、
陸
軍
少
将
と
し
て
、
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
長
か
ら
一
九

四
四
年
十
二
月
、
独
立
混
成
旅
団
長
、
奄
美
守
備
隊
司
令
官
（
内
地
防
衛
軍
の
ち
第

二
総
軍
、
第
十
六
方
面
軍
）
に
補
任
、
徳
之
島
に
あ
っ
て
奄
美
群
島
防
衛
に
任
じ
ら

れ
た
。
弟
の
高
田
利
種
は
海
軍
少
将
。

　

利
貞
は
奄
美
と
関
係
が
深
い
。
祖
父
の
高
田
平
次
郎
利
鉄
（
明
治
維
新
後
利
平
と

改
名
）
は
薩
摩
藩
の
在
番
詰
役
（
横
目
）
と
し
て
沖
永
良
部
在
任
（
一
八
六
二
―
六

四
年
）、在
島
中
、徳
之
島
か
ら
沖
永
良
部
へ
流
罪
と
な
っ
た
西
郷
隆
盛
と
交
流
が
あ
っ

た
。
利
鉄
と
現
地
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
二
人
は
利
貞
の
伯
母
に
当
た
る
。
ま
た

祖
父
利
平
は
一
八
七
七
年
西
南
戦
争
に
利
貞
の
父
利
英
（
十
八
才
）
を
伴
い
従
軍
し

て
い
る
（
高
田
利
貞
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』、
六
二
―
六
三
頁
）。

（
3
）
手
記
は
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
米
軍
と
の
折
衝
経
緯
に
つ
い
て
述

べ
た
後
は
、
九
月
二
十
一
日
の
武
装
解
除
の
経
緯
に
飛
ん
で
お
り
、
こ
の
間
に
行
わ

れ
た
沖
縄
で
の
降
伏
文
書
調
印
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
不
明
で

あ
る
。

（
4
）
奄
美
群
島
は
全
島
を
挙
げ
て
の
復
帰
運
動
も
功
を
奏
し
、
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十

四
日
調
印
さ
れ
た
「
奄
美
群
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協

定
」
に
よ
り
行
政
権
が
返
還
さ
れ
、本
土
に
復
帰
し
た
。（『
奄
美
群
島
返
還
経
緯
』（
外

務
省
ア
ジ
ア
局
第
五
課
、
一
九
五
四
年
一
月
。
外
務
省
記
録A

’.6.1.3-1-1

「
南
西
諸
島

帰
属
問
題 

奄
美
群
島 

日
米
返
還
協
定
関
係 

第
六
巻
」
所
収
）。

（
5
）
一
九
四
六
年
一
月
二
十
九
日
、
行
政
分
離
に
関
す
る
総
司
令
部
覚
書
に
よ
っ
て
、
北

緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
は
完
全
に
日
本
の
政
治
行
政
の
圏
外
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
り
、
二
月
二
日
、
米
国
軍
政
府
か
ら
奄
美
群
島
の
住
民
に
宣
言
さ
れ
た
。（
前
掲

『
奄
美
群
島
返
還
経
緯
』
三
―
四
頁
）。

（
6
）
一
九
四
六
年
三
月
二
十
日
、
第
一
復
員
省
文
書
課
長
発
外
務
大
臣
官
房
文
書
課
長
宛
、

一
復
第
五
九
四
号
、
件
名
「
文
書
保
管
相
成
度
件
照
会
」。
三
文
書
は
、
①
一
九
四
五

年
九
月
五
日
付
高
田
少
将
宛
フ
ラ
ン
ク
少
将
返
信
、
高
田
の
ス
テ
ィ
ル
ウ
エ
ル
司
令

官
宛
書
信
の
受
領
通
知
。
②
武
装
解
除
の
米
軍
代
表
エ
ド
ワ
ー
ド
大
佐
がthe 

N
orthern Ryukyu

をN
orth of O

kinaw
a to 30

°north latitude 

と
訂
正
署
名
し

た
ペ
ン
書
の
一
九
四
五
年
九
月
二
十
二
日
付
指
令
、③
捕
虜
コ
リ
ン
ズ
少
佐
及
び
マ
ッ

カ
ー
ト
少
尉
が
帰
還
に
際
し
て
感
謝
を
表
明
し
た
メ
モ
。
い
ず
れ
も
手
記
中
に
所
載
。

な
お
、
本
手
記
は
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
公
開
目
録
陸
軍
3 

①
中
央
-終
戦
処
理
-160

）。

（
7
）
初
版
一
九
五
六
年
三
月
、
京
都
報
国
会
発
行
、
再
版
一
九
六
五
年
八
月
、
奄
美
社
発
行
。

な
お
本
稿
は
再
版
本
を
利
用
し
た
。

（
8
）
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
問
題
と
は
、「
行
政
権
を
奪
い
、
占
領
状
態
を
長
く
続
け
、
民

心
を
失
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」（「
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム 

デ
イ
！
ウ
エ
イ

ブ
」
郷
土
の
偉
人
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
一
日
）
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
高

田
は
、
自
著
の
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
で
、「
同
問
題
に
つ
い
て
「
独
仏
不

和
の
原
因
の
一
は
実
に
ア
ル
サ
ス
・
ロ
ー
レ
ン
に
在
る
の
で
あ
る
。」（
二
五
頁
）
と

述
べ
て
い
る
の
で
、
平
和
な
日
米
関
係
を
築
く
た
め
に
は
奄
美
群
島
を
、
ア
ル
ザ
ス
・

ロ
レ
ー
ヌ
の
よ
う
な
紛
争
の
地
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
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（
9
）
村
山
家
國
『
奄
美
復
帰
史
』（
三
五
―
三
六
頁
）
の
次
の
記
述
中
の
「
降
伏
」
は
正
し

く
は
「
武
装
解
除
」
の
、「
降
伏
文
書
」
は
「
武
装
解
除
指
令
」
の
誤
記
で
あ
る
。

九
月
二
十
一
日
「
沖
縄
か
ら
来
航
し
た
米
第
十
軍
司
令
部
の
カ
ン
ド
ン
大
佐
一

行
は
、
奄
美
に
於
け
る
日
本
軍
降
伏
の
手
続
き
要
務
を
お
び
て
平
土
野
港-

天

城
村-
に
上
陸
し
た
。
一
行
を
む
か
え
た
高
田
少
将
は
、
直
ち
に
公
式
手
続
き
に

は
い
っ
た
。
が
、
米
側
が
提
示
し
た
「
降
伏
文
書
」
のN

orthern Ryukyu 

「
北

部
琉
球
」
の
呼
称
に
・
・
・「
奄
美
群
島
は
北
部
琉
球
で
は
な
い
」・
・
・「
こ
こ

は
九
州
鹿
児
島
県
に
属
す
る
奄
美
群
島
で
あ
る
、
こ
の
点
を
は
っ
き
り
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
米
軍
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
高
田
少
将
も N

orthern 

Ryukyu 

「
北
部
琉
球
」で
は
署
名
で
き
な
い
、と
し
て
有
名
な「
北
部
琉
球
問
答
」

と
な
る
。・
・
・
奄
美
群
島
の
降
伏
文
書
は
北
部
琉
球(N

orthern Ryukyu
)

か
ら
鹿
児
島
県
奄
美
群
島(A

m
am
i Gunto K

agoshim
a K
en

)

と
書
き
改
め
ら

れ
た
。（
囲
み
は
筆
者
）

　

さ
ら
に
、「
北
部
琉
球
」
は
、「A

m
am
i Gunto K

agoshim
a K
en

」
と
訂
正
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
正
し
く
は
「N
orth of O

kinaw
a to 30

° north latitude

」
と
訂

正
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
『
奄
美
返
還
と
日
米
関
係 

戦
後
ア
メ
リ

カ
の
奄
美
沖
縄
占
領
と
ア
ジ
ア
戦
略
』
南
方
新
社
、二
〇
〇
三
年
）
一
〇
―
一
一
頁
も
、

『
奄
美
復
帰
史
』
を
全
面
的
に
引
用
し
て
、
武
装
解
除
を
降
伏
文
書
調
印
式
と
誤
記
し

て
い
る
。

　

一
方
、『
名
瀬
市
誌
』
下
巻
（
一
九
七
三
年
三
月
）
は
、
降
伏
文
書
調
印
で
は
な
く
、

高
田
著『
奄
美
と
沖
縄
』を
引
用
し
て
、奄
美
群
島
の
武
装
解
除
と
し
て
い
る（
八
三
頁
）。

（
10
）
降
伏
調
印
式
（
実
際
は
武
装
解
除
折
衝
）
の
際
に
も
、
高
田
が
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー

ヌ
に
言
及
し
た
と
す
れ
ば
、
手
記
に
も
前
掲
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
に
も
当

然
言
及
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何
等
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）
手
記
「
緒
言
」。
ま
た
「
附
録
第
二
、
現
地
ノ
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ヲ
如
何
ニ
認
識
シ
ア

リ
ヤ
」
の
部
分
で
「
現
地
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ガ
沖
縄
県
ト
全
ク
別
ニ
シ
テ
鹿
児
島
県

ナ
リ
九
州
ナ
リ
、
内
地
ナ
ル
コ
ト
ヲ
研
究
理
解
シ
ア
リ
、
彼
等
ハ
米
国
製
ノ
地
図
ニ

依
リ
奄
美
群
島
ハ
琉
球
ノ
一
部
（
北
部
琉
球
）
ナ
リ
、
ト
信
ジ
ア
リ
シ
モ
現
地
ニ
来

レ
ル
者
ハ
自
ラ
モ
深
ク
研
究
シ
正
シ
キ
理
解
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
12
）
前
掲
『
奄
美
復
帰
史
』（
五
八
―
六
一
頁
）。「
奄
美
の
『
鹿
児
島
県
大
島
郡
』
の
主
張
は
、

米
軍
に
も
一
応
了
解
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
本
番
と
な
っ
て
奄
美
に

乗
り
込
ん
で
き
た
米
国
軍
政
官
は
や
は
り
『N

orthern Ryukyu

（
北
部
琉
球
）』
で

開
庁
し
た
の
で
あ
る
。」（
五
九
頁
）。

（
13
）
高
田
は
奄
美
群
島
日
本
陸
軍
司
令
官
陸
軍
少
将
と
し
て
、
先
島
群
島
司
令
官
納
見
敏

郎
陸
軍
中
将
お
よ
び
奄
美
群
島
日
本
海
軍
司
令
官
加
藤
唯
雄
海
軍
少
将
と
共
に
三
人

で
米
国
第
十
軍
司
令
官
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
大
将
に
対
し
て
降
伏
文
書 Surrender 

に

署
名
し
た
。
降
伏
文
書
の
全
文
は
次
の
通
り
（
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

H
eadquarters T

enth A
rm
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Surrender　
　
　
　
　
　

7 Septem
ber 1945

T
he undersigned Japanese Com

m
anders, in conform

ity w
ith the general 

surrender executed by the Im
perial Japanese G

overnm
ent, at 

Y
okoham

a, on 2 Septem
ber 1945, hereby form

ally render unconditional 
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surrender of the islands in the Ryukyus w
ithin the follow

ing boundaries:

30
° N

orth 126

° East, thence 24

° N
orth 122

° East, thence

24
° N

orth 133

° East, thence 29

° N
orth 131

° East, thence

30

° N
orth 131

° 30

′ East, thence to point of origin.

納
見
敏
郎

（署
名

） Toshiro N
om
i, Lieutenant General, Com

m
ander Japanese 

Forces, Sakishim
a Gunto

高
田
利
貞

（署
名

） Toshisada T
akada, M

ajor General, Com
m
ander Japanese 

A
rm
y Forces, A

m
am
i Gunto

加
藤
唯
雄

（署
名

）T
adao K

ato, Rear A
dm
iral, Com

m
ander Japanese N

avy 

Forces, A
m
am
i Gunto

A
ccepted: Joseph W

. Stilw
ell

（署
名

）

J.W
.Stilw

ell　　
　
　

General,U
nited States A

rm
y, Com

m
anding 

他
に
、
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
降
伏
調
印
文
書
写
は
、
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
。

（
資
料
コ
ー
ド
：0000017549

）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
も
原
本
所
蔵
、
加
藤
少
将
が
持

ち
帰
っ
た
文
書
の
由　
（
琉
球
新
報　

http://ryukyushinpo.jp/new
s/storyid-24

7513.htm
l

）。

降
伏
文
書
調
印
式
の
映
像
「Japs[I.E.Japanese]Surrender to Gen. Stilw

ell at 

O
kinaw

a

」（
米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）は
、沖
縄
県
公
文
書
館
資
料
コ
ー
ド
：0000012569

（http://w
w
w
.archives.pref.okinaw

a.jp/publication/2012/09/post-80.htm
l

）。

（
14
）
高
田
『
運
命
の
島
　々

奄
美
と
沖
縄
』
一
五
頁
。

（
15
）
前
掲
同
一
三
四
頁
。

（
16
）
高
田
は
外
務
省
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
に
面
会
陳
情
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、

外
務
省
の
尽
力
で
面
会
す
る
こ
と
と
な
り
総
司
令
部
に
出
頭
し
た
が
、
実
際
は
、
渉

外
部
長
マ
ラ
ソ
ン
大
佐
が
面
会
し
、
高
田
は
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
司
令
官
に
宛
て
た
書

翰
の
こ
と
や
、
奄
美
群
島
は
鹿
児
島
県
の
大
島
郡
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
の
概
要
を
話

し
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
原
口
初
太
郎
元
中
将
を
通
じ
て
の
第
八
軍
司
令
ア
イ
ケ
ル

バ
ー
ガ
ー
中
将
へ
の
陳
情
、
元
日
米
協
会
会
長
樺
山
愛
輔
を
通
じ
て
の
米
側
へ
の
働

き
か
け
な
ど
を
試
み
た
が
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
で
不
可
能
に
帰
し
た
と
記
述
し
て
い
る

（
高
田
前
掲
同
一
二
八
―
一
三
〇
頁
）。

（
17
）
村
山
『
奄
美
復
帰
史
』
四
二
二
頁
。
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 [

凡
例]

原
則
と
し
て
旧
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
、

誤
字
と
断
定
し
が
た
い
も
の
は
（
マ
マ
）
を
、
文
字
や
文
言
な
ど
を
推
定
し
た

場
合
に
は
（
―
カ
）
を
付
し
た
。
改
行
や
句
読
点
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま

に
し
た
。
参
考
ま
で
に
可
能
な
範
囲
で
「
注
」
を
付
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
八
日

奄
美
群
島
ノ
戦
後
処
理
ニ
就
テ
（
目
次
ノ
下
欄
ニ
要
旨
ヲ
記
入
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
、
奄
美
守
備
隊
長　

高
田
利
貞）

1
（

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
以
上
、
表
紙
）

天
ハ
正
義
ニ
与
シ　

神
ハ
至
誠
ニ
感
ズ

　
　
　

序

復
員
後
上
司
ヘ
報
告
セ
シ
モ
ノ
ヲ
一
部
関
係
者
ヘ
申
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
筆
記
セ
ル
モ

ノ
ヲ
要
求
セ
ラ
ル

敢
テ
印
刷
シ
更
メ
テ
微
衷
ヲ
披
瀝
シ
万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ニ
貢
献
セ
ン
ト
ス
一

資
料
ト
ナ
ラ
バ
幸
甚
ナ
リ　

尚
御
教
示
ヲ
乞
フ

　
　
　
　
　

昭
和
二
十
一
年
二
月
上
旬　
　
　

高
田
利
貞

奄
美
群
島
ノ
戦
後
処
理
ニ
就
テ

　
　

目
次
並
ニ
要
旨）

2
（

　
　
　

序

第
一
、
緒
言

第
二
、
現
地
ニ
於
ケ
ル
折
衝
ノ
概
要

一
、
米
第
十
軍
司
令
官
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ニ
送
リ
タ
ル
第
一
書
信

　

１ 

第
一
書
信
発
送
マ
デ
ノ
経
緯

　

２ 

米
第
十
軍
司
令
官
宛
小
官
ノ
第
一
書
信

　

３ 

右
ニ
対
ス
ル
返
信

二
、
奄
美
群
島
ハ
鹿
児
島
県
ニ
シ
テ
琉
球
ノ
一
部
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
米
軍
ニ
理
解
セ
シ

メ
タ
ル
経
緯
ノ
概
要

　

１ 

武
装
解
除
時
ノ
折
衝

　

２ 

復
員
時
ノ
折
衝

　

３ 

官
民
ノ
努
力

第
三
、
奄
美
群
島
ニ
於
ケ
ル
米
軍
ノ
宣
撫
並
ニ
取
締
リ
状
況

一
、
概
説

二
、
宣
撫
ノ
概
要

三
、
船
舶
航
行
ノ
取
締
リ

四
、
選
挙
除
外
問
題）

3
（

第
四
、
其
他

一
、
米
国
ハ
何
故
ニ
奄
美
群
島
ヲ
外
地
ト
セ
シ
ヤ
ノ
一
考
察

二
、
右
ニ
対
ス
ル
吾
人
ノ
態
度
ヲ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
ヤ

三
、
奄
美
群
島
ニ
関
ス
ル
吾
人
ノ
先
入
感
（
マ
マ
）ヲ
除
去
ス
ル
ヲ
要
ス

四
、
米
軍
ノ
一
挙
一
動
ニ
神
経
過
敏
ニ
ナ
ル
勿
レ
（
小
官
ノ
失
敗
セ
シ
一
例
）

五
、
捕
虜
ヨ
リ
感
謝
ノ
手
紙
ヲ
受
ク

六
、
終
戦
後
米
機
徳
之
島
飛
行
場
ヲ
銃
爆
撃
ス
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七
、
米
第
十
軍
ノ
解
散

八
、
沖
縄
基
地
司
令
官

九
、
我
ガ
部
下
将
校
五
十
三
名
沖
縄
ニ
招
致
セ
ラ
レ
ア
リ

十
、
米
軍
ノ
在
奄
美
群
島
沖
縄
人
ニ
対
ス
ル
取
扱
ノ
一
端

第
五
、
結
論

　
　

附
録

附
録
第
一
、
奄
美
群
島
ノ
将
来
性

一
、
概
説

二
、
経
済
事
項

三
、
住
民
増
加
力

附
録
第
二
、
現
地
ノ
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ヲ
如
何
ニ
認
識
シ
ア
リ
ヤ

一
、
現
地
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ガ
沖
縄
県
ト
全
ク
別
ニ
シ
テ
鹿
児
島
県
ナ
リ
九
州
ナ

リ
内
地
ナ
ル
コ
ト
ヲ
理
解
シ
ア
リ

二
、
現
地
米
軍
ガ
理
解
セ
リ
ト
認
ム
ル
具
体
的
事
項

附
録
第
三
、
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ノ
価
値
ヲ
如
何
ニ
判
断
シ
ア
リ
ヤ

一
、
米
軍
ハ
大
島
海
峡
及
ビ
徳
之
島
飛
行
場
ニ
価
値
ヲ
認
メ
ア
ル
ナ
ラ
ン

二
、
大
島
海
峡
ニ
就
テ

三
、
徳
之
島
飛
行
場
ニ
就
テ

四
、
颱
風
ニ
就
テ

五
、
其
他

附
図

米
陸
海
軍
管
轄
区
域
及
指
揮
系
統
図

　
　

奄
美
群
島
ノ
戦
後
処
理
ニ
就
テ

　
　
　
　

第
一
、
緒
言

奄
美
群
島
ヲ
防
衛
ス
ベ
キ
奄
美
守
備
隊
長
ノ
任
務
ハ
戦
時
、
戦
後
ヲ
論
ゼ
ズ
ト
ノ

決
心
ヲ
以
テ
戦
後
処
理
ニ
邁
進
セ
リ

幸
ニ
我
陸
海
軍
ノ
密
接
ナ
ル
協
同
、
軍
官
民
ノ
一
致
協
力
及
米
軍
ノ
正
シ
キ
理
解

ニ
依
リ
現
地
ニ
於
テ
ハ
概
ネ
適
切
ニ
処
理
シ
奄
美
群
島
ハ
鹿
児
島
県
ニ
属
シ
九
州

ノ
一
部
ニ
シ
テ
琉
球
ト
ハ
全
然
別
個
ナ
ル
コ
ト
ヲ
理
解
処
理
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ト

信
ズ

然
レ
ド
モ
帰
属
ノ
決
定
ハ
将
来
ニ
残
サ
レ
タ
ル
問
題
ナ
リ　

当
事
者
ノ
絶
大
ナ
ル

努
力
ニ
依
リ
有
終
ノ
美
ヲ
発
揮
シ
米
国
ノ
正
義
及
雅
量
ト
相
俟
チ
テ
国
境
或
ハ
信

託
統
治
範
囲
ヲ
正
シ
ク
決
定
シ
万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ヲ
固
成
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ

祈
念
シ
テ
已
マ
ズ

　
　
　
　

第
二
、
現
地
ニ
於
ケ
ル
折
衝
ノ
概
要

一
、
米
第
十
軍
司
令
官
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ニ
送
リ
タ
ル
第
一
書
信

　

１ 

第
一
書
信
発
送
マ
デ
ノ
経
緯

　
　
（
イ
）
八
月
二
十
九
日
米
第
十
軍
司
令
官
「
ジ
ヨ
セ
フ
・
Ｗ
・
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」

　
　
　

 

ヨ
リ
奄
美
群
島
最
高
司
令
官
ニ
宛
テ
左
記
要
旨
ノ
来
電
ア
リ
（
此
ノ
前）

4
（

ニ

無
電
ニ
関
ス
ル
指
令
）
5
（

ノ
通
信
筒
ヲ
受
ク
）

　
　
　
　
　
　

記

「 
左
記
ノ
奄
美
地
区
全
日
本
軍
降
伏
調
訂

）
6

（
印
ヵ
）（ノ

為
使
節
ヲ
即
刻
飛
行
機
ニ
依
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リ
沖
縄
第
十
軍
司
令
部
ニ
送
ル
準
備
ヲ
サ
レ
度
シ

30N

―128E,  27N

―128E,  27N

―131E,  30N

―131E,
尚
準
備
ス
ベ
キ
情
報
其
ノ
他
ヲ
要
求
セ
リ

（
ロ
）
之
ニ
対
シ
小
官
ハ
左
ノ
返
電
ヲ
発
セ
リ

「 

予
ハ
九
州
方
面
最
高
指
揮
官
陸
軍
中
将
横
山
勇
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
ア
ル
ヲ

以
テ
独
断
処
置
ス
ル
ヲ
得
ズ
故
ニ
直
チ
ニ
其
ノ
方
ニ
照
会
シ
返
事
ス
ベ

シ
又
奄
美
大
島
等
ノ
海
軍
部
隊
ハ
予
ノ
指
揮
下
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
連

絡
ヲ
為
シ
準
備
ス
ベ
シ

尚
我
方
ニ
ハ
飛
行
機
一
機
モ
ナ
シ
、
船
モ
大
発
動
艇
以
外
ニ
ナ
シ
」

　
　
（
ハ 

）
右
返
電
ト
同
時
ニ
第
十
六
方
面
軍
司
令
官
宛
右
要
旨
ヲ
電
報
シ
指
示
ヲ

仰
グ
ト
共
ニ
代
表
者
ハ
方
面
軍
ヨ
リ
派
遣
セ
ラ
レ
度
ク
意
見
具
申
セ
リ

　
　
（
ニ 

）
海
軍
指
揮
官
）
7
（

モ
之
ト
同
時
ニ
佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官
宛
同
要
旨
ノ
電

報
ヲ
発
セ
リ

　
　
（
ホ 

）
八
月
三
十
一
日
米
第
十
軍
司
令
官
ヨ
リ
左
ノ
要
旨
ノ
電
報
ヲ
受
領
ス

　
　
　
「
九
月
三
日
降
伏
ニ
関
ス
ル
指
示
ヲ
受
ク
ベ
ク
沖
縄
ニ
代
表
ヲ
送
レ
」

（
ヘ
）
右
ニ
関
シ
九
月
二
日
左
ノ
返
電
ヲ
発
ス

1
．
九
州
方
面
最
高
指
揮
官
ヨ
リ
未
ダ
命
令
ヲ
受
領
セ
ズ
（
通
信
円
滑
ナ

ラ
ズ
）

2
．
明
三
日
貴
飛
行
機
到
着
迄
命
令
ヲ
受
領
セ
ザ
ル
時
ハ
小
官
ハ
副
官
及

当
番
兵
一
名
ヲ
伴
ヒ
貴
地
ニ
到
リ
陸
海
軍
幕
僚
ヲ
シ
テ
九
州
方
面
指
揮

官
ノ
命
令
ヲ
受
領
追
求
セ
シ
メ
ン
ト
ス

但
シ
予
ノ
出
発
前
命
令
到
着
セ
ル
場
合
ハ
命
令
ニ
依
リ
行
動
ス

（
ト
）
小
官
ハ
之
ト
同
時
ニ
第
十
六
方
面
軍
司
令
官
宛
左
ノ
電
報
ヲ
発
ス

１
．
明
三
日
沖
縄
ヨ
リ
飛
行
機
到
着
ノ
筈

２
．
飛
行
機
到
着
迄
ニ
貴
命
令
ヲ
受
領
セ
ザ
ル
場
合
ハ
旅
団
高
級
部
員
及

海
軍
参
謀
ヲ
徳
之
島
ニ
残
シ
テ
命
令
ヲ
受
領
セ
シ
メ
小
官
自
ラ
副
官
ヲ

伴
ヒ
沖
縄
ニ
到
ラ
ン
ト
ス
認
可
ア
リ
度

３
．
小
官
沖
縄
到
着
後
モ
幕
僚
到
着
迄
ハ
交
渉
セ
ズ
少
ク
モ
調
印
ヲ
差
控

へ
置
ク
心
算

全
般
ノ
状
況
ニ
依
リ
テ
ハ
独
断
善
処
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

但　

大
御
心
ヲ
心
ト
シ
至
誠
一
貫
大
道
ヲ
闊
歩
シ
小
細
工
ヲ
避
ケ
稜
威

ヲ
発
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

（
チ
）
九
月
三
日
米
第
十
軍
司
令
官
ヨ
リ
左
ノ
来
電
ア
リ

九
月
三
日
貴
官
ノ
沖
縄
ヘ
来
ル
コ
ト
ハ
望
マ
ズ

貴
官
ヘ
ノ
指
令
ヲ
受
領
ス
ベ
ク
代
表
ヲ
送
ラ
レ
度
シ

　

２ 

米
第
十
軍
司
令
官
宛
小
官
ノ
第
一
書
信

小
官
ノ
沖
縄
行
ハ
謝
絶
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
書
信
ニ
テ
胸
中
ヲ
披
瀝
ス
ル
ニ

決
ス　

其
ノ
目
的
ト
ス
ル
処
ハ
奄
美
群
島
防
衛
ノ
任
務
ヲ
達
成
ス
ル
ト
共
ニ

万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ヲ
固
ク
シ
承
詔
必
謹
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ

蓋
シ
戦
後
決
定
セ
ラ
ル
ベ
キ
国
境
ノ
適
正
ハ
万
世
ニ
亘
ル
太
平
ノ
礎
ヲ
固
ク

ス
ル
為
絶
対
必
要
ト
信
ジ
タ
レ
バ
ナ
リ

「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
宛
第
一
信
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拝
啓

閣
下
ノ
令
名
ハ
予
テ
ヨ
リ
ヨ
ク
承
ツ
テ
ヰ
マ
シ
タ
ノ
デ
通
信
第
一
号
ノ
御
署

名
ヲ
拝
見
致
シ
マ
シ
タ
時
非
常
ナ
親
ミ
ヲ
感
ジ
マ
シ
タ

次
デ
代
表
者
ヲ
送
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ト
キ
私
自
身
参
ル
決
心
ヲ
致
シ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス

自
ラ
参
ル
決
心
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
幾
ツ
カ
ノ
動
機
ガ
ア
リ
マ

ス
ガ
其
ノ
一
ハ
閣
下
ノ
偉
大
ナ
ル
御
力
ニ
依
リ
マ
シ
テ
平
和
ノ
礎
ヲ
堅
ク
シ

度
イ
御
願
ヒ
ガ
ア
ツ
タ
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
ス

即
チ
奄
美
群
島
ヲ
第
二
ノ
「
ア
ル
サ
ス
・
ロ
ウ
レ
ン
」
タ
ラ
シ
メ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

閣
下
ノ
甚
大
ナ
ル
御
尽
力
ヲ
御
願
ヒ
致
シ
度
イ
ト
思
ツ
タ
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
ス）

8
（

私
ガ
拝
眉
ノ
光
栄
ヲ
得
マ
セ
ヌ
ノ
デ
失
礼
ナ
ガ
ラ
代
表
者
）
9
（

ニ
手
紙
ヲ
託
シ
マ

ス　

ヨ
ロ
シ
ク
御
願
ヒ
致
シ
マ
ス

乍
末
筆
閣
下
ノ
御
健
康
ト
御
幸
福
ト
ヲ
祈
リ
マ
ス 

敬
白

　
　
　
　
　

昭
和
二
十
年
九
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奄
美
群
島
陸
軍
最
高
指
揮
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
少
将　

高
田
利
貞

米
国
第
十
軍
司
令
官

大
将
ジ
ヨ
セ
フ
・
Ｗ
・
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
閣
下

Joseph W
. Stilw

ell

  General U
.S. A

rm
y Com

m
anding O

kinaw
a      3, Septem

ber 1945.

Y
our Excellency

  I have had the honour to hear your fam
ous nam

e from
 before.  

So I felt great friendliness to you at the sight of your signature 

in your m
essage N

o. 1 to m
e. W

hen you dem
anded to dispatch a 

representative, I m
ade up m

y m
ind to visit you m

yself. M
y 

determ
ination to call on you m

yself is due to several m
otives, 

one of w
hich is m

y sincere w
ish of strengthening the basis of 

peace betw
een the tw

o nations by your very great effort. 

N
am
ely I long for your lending us your pow

erful  infl uence over 

A
m
am
i Gunto problem

 not to m
ake these islands 

“the second 

A
lsace-Lorraine.

” I entrust this letter w
ith m

y representative, 

not having the honour of m
eeting you. I hope you your sincerity 

to give us your hearty helping. I pray your health and happiness.       

Y
ours respectfully

T
oshisada T

akada 

M
ajor General Japanese A

rm
y Senior Com

m
ander A

m
am
i Gunto.

３ 

右
ニ
対
ス
ル
返
信
（
原
文
ハ
保
管
ヲ
外
務
省
ニ
委
任
ス
）

一
九
四
五
年
九
月
五
日

奄
美
群
島
最
高
ノ
指
揮
官　

高
田
利
貞
ヘ

一
、
貴
代
理
者
ノ
持
チ
来
レ
ル
九
月
三
日
附
第
十
軍
司
令
官
宛
貴
翰
承
認
ス

二
、
貴
方
代
理
者
ハ
貴
官
宛
ノ
完
全
ナ
ル
諸
指
令
ヲ
携
ヘ
帰
還
ス)10

(

　
　
　

「
ス
テ
イ
ル
ウ
エ
ル
」
将
軍
ノ
命
ニ
依
リ
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米
軍
参
謀
長　

少
将　

フ
ラ
ン
ク
・
Ｄ
・
メ
リ
ル

5 Septem
ber 1946

SU
BJECT

:  A
ckow

ledgem
ent.

T
o          :  T

oshisada T
akada

Senior Japanese Com
m
ander A

m
am
i Gunto.

1.   Y
our letter of 3 Septem

ber addressed to the Com
m
anding 

General, 10th A
rm
y, and delivered by your representatives is 

acknow
ledged.

2.   Y
our representatives are returning w

ith com
plete instructions  

for you. 

BY
 CO
M
M
A
N
D
 O
F GEN

ERA
L ST

ILW
ELL:

FRA
N
K
 D
. M
ERRILL

M
ajor General, U

SA

Chief of Staff .

二 

、
奄
美
群
島
ハ
鹿
児
島
県
ニ
シ
テ
琉
球
ノ
一
部
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
米
軍
ニ
理
解
セ

シ
メ
タ
ル
経
緯
ノ
概
要

１ 

武
装
解
除
時
ノ
折
衝

（
イ
）
武
装
解
除
ノ
先
発
ト
シ
テ
九
月
二
十
一
日
米
第
十
軍
「
カ
ン
ド
ン
」
大
佐

徳
之
島
ニ
来
リ
「
北
部
琉
球
ノ
兵
器
ヲ
引
渡
ス
ベ
シ
」
ト
ノ
指
令
ヲ
交
付

セ
リ　

小
官
ハ
「
北
部
琉
球
ハ
予
ノ
管
轄
外
ナ
ル
ヲ
以
テ
引
渡
ス
ベ
キ
一

箇
ノ
兵
器
ナ
キ
」
旨
ヲ
答
フ

「
カ
ン
ド
ン
」「
貴
官
ガ
此
地
ニ
有
ス
ル
兵
器
ヲ
引
渡
セ
バ
可
ナ
リ
」

高
田
「
此
処
ハ
奄
美
群
島
ニ
シ
テ
北
部
琉
球
ニ
ア
ラ
ズ
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
奄
美
群
島
ハ
北
部
琉
球
ナ
リ
」

高
田
「
何
ニ
依
リ
テ
斯
ク
言
フ
ヤ
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
米
軍
ノ
地
図
ニ
明
ラ
カ
ナ
リ
」

高
田
「
ソ
レ
ハ
米
軍
地
図
ノ
誤
ニ
シ
テ
日
本
軍
ニ
ハ
通
用
シ
難
シ
、
北
部

琉
球
ハ
沖
縄
本
島
ノ
北
半
部
ナ
リ　

奄
美
群
島
ハ
九
州
ナ
リ
希
ク
ハ
第
十

軍
司
令
官
ニ
電
報
シ
北
部
琉
球
ヲ
訂
正
セ
ラ
レ
度
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
予
ハ
電
報
セ
ズ
」

高
田
「
然
ラ
バ
予
ニ
於
テ
電
報
ス
ベ
シ
」
ト
云
ヒ
ツ
ツ
電
文
ヲ
記
シ
始
ム

「
カ
ン
ド
ン
」「
予
起
案
ス
ベ
シ
」

高
田
「
頼
ム
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
之
ニ
テ
可
ナ
リ
ヤ
」
ト
テ
案
文
ヲ
渡
セ
リ
小
官
ハ
之
ヲ

通
訳
ニ
渡
ス

原
田
通
訳
）
11
（

「
北
部
琉
球
ノ
兵
器
ヲ
引
渡
ス
ベ
シ
ト
指
令
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
北

部
琉
球
ハ
沖
縄
島
ノ
北
半
部
ナ
ル
ヲ
以
テ
北
部
琉
球
ヲ
奄
美
群
島
ト
訂
正

セ
ヨ
」

高
田
「
ヨ
シ
、
打
電
セ
ヨ
」
ト
テ
捺
印
ス

「
カ
ン
ド
ン
」「
待
テ
、
貴
官
ハ
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
大
将
ニ
命
令
ス
ル
ヤ
」

高
田
「
命
令
ス
ル
ニ
非
ズ
指
令
ヲ
受
ク
ル
ナ
リ
」

（1945ヵ

）
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「
カ
ン
ド
ン
」「
之
ハ
命
令
文
ナ
リ
」

高
田
「
文
責
ハ
貴
官
ニ
在
リ
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
打
電
ヲ
待
テ
」

高
田
「
予
自
ラ
作
為
ス
ベ
シ
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
貴
官
ノ
打
電
ヲ
禁
ズ
」

高
田
「
然
ラ
バ
奄
美
群
島
ノ
兵
器
ヲ
北
部
琉
球
ノ
兵
器
ト
称
シ
引
渡
シ
テ

可
ナ
リ
ヤ
ト
御
裁
下
（
マ
マ
）ヲ

仰
グ
ベ
シ
、
御
裁
下
（
マ
マ
）ア

ル
迄
兵
器
受
領
ヲ
待
タ
レ

度
シ
」

「
カ
ン
ド
ン
」「
予
ハ
一
個
師
団
ノ
兵
力
ヲ
以
テ
強
制
受
領
ス
ベ
シ
」

高
田
「
予
ハ
仮
令
銃
殺
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ア
ル
モ
此
地
ノ
兵
器
ヲ
北
部
琉
球

ノ
兵
器
ト
シ
テ
引
渡
ス
ベ
シ
ト
ハ
予
ノ
口
ヨ
リ
言
フ
ヲ
得
ズ
」

彼
我
睨
ミ
合
ヒ
テ
緊
張
セ
ル
数
分
間
続
キ
シ
時
中
溝
高
級
部
員
「
沖
縄
ヨ

リ
電
報
ガ
来
マ
シ
タ
」
ト
テ
電
報
及
訳
文
ヲ
渡
セ
リ）
12
（

高
田
「
見
ヨ
、
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
大
将
ハ
予
ノ
意
中
ヲ
ヨ
ク
知
レ
リ
、
奄
美

群
島
所
在
ノ
兵
器
受
領
ト
電
報
シ
来
レ
リ
」

「
カ
ン
ド
ン
」
大
佐
手
ヲ
差
出
シ
テ
電
報
ヲ
受
領
シ
一
読
シ
テ
胸
ニ
十
字

ヲ
切
リ
両
手
ヲ
左
右
ニ
拡
ゲ
安
心
ノ
態
度
ヲ
示
ス

小
官
亦
天
佑
神
助
ナ
リ
ト
感
ズ

斯
ク
テ
微
笑
シ
テ
握
手
ヲ
ナ
シ
明
日
ヨ
リ
ノ
兵
器
授
受
ヲ
円
滑
ニ
行
フ
ベ

キ
ヲ
約
シ
テ
別
ル

面
会
初
メ
ヨ
リ
約
三
時
間
議
論
正
ニ
二
時
間
半
ナ
リ

電
文
及
訳
文
左
ノ
如
シ

21 Septem
ber 1945

From
 Com

m
anding General

T
enth U

nited States A
rm
y

T
o Senior Com

m
ander

Japanese A
rm
y A
m
am
i Gunto

T
his is m

y m
essage num

ber 36

A
 task group of tenth arm

y under com
m
and of Colonel

Edw
ards w

ill arrive by ship off  T
okunoshim

a early m
orning 22 

Septem
ber, for landing at H

edono.

C
olonel E

dw
ards is authorized to issue orders in m

y 

nam
e and w

ill give further instructions on arrival. 

Prim
ary m

ission is receipt and disposition of arm
s in 

A
m
am
i Gunto and T

okara Gunto.

Y
ou w

ill furnish com
petent senior staff  offi  cer acquainted 

w
ith all arm

y installation to accom
pany C

olonel E
dw
ards 

throughout islands o

）
13
（f 

右
訳
文

奄
美
群
島
最
高
司
令
官
殿

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
指
揮
下
ノ
米
第
十
軍
機
動
群（
マ
マ
）団
ハ
平
土
野
上

陸
ノ
目
的
ヲ
以
テ
九
月
二
十
二
日
早
朝
徳
ノ
島
沖
合
ニ
船
舶
ニ
ヨ
リ

到
着
ス
。
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「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
ハ
予
ノ
名
ニ
於
テ
命
令
ヲ
発
ス
ル
権
ヲ
与
ヘ

ラ
レ
到
着
次
第
更
ニ
指
令
ヲ
発
ス
ベ
シ
。
其
主
要
任
務
ハ
奄
美
群
島

並
ビ
ニ
「
ト
カ
ラ
」
群
島
所
在
ノ
兵
器
ノ
受
領
及
ビ
処
理
ナ
リ

貴
官
ハ
全
陸
軍
ノ
据
付
施
設
物
（
陣
地
）
ニ
明
ル
キ
充
分
資
格
ノ
ア

ル
高
級
幕
僚
ヲ
差
出
シ
（
電
文
未
着
）
ノ
諸
島
ヲ
通
ジ
「
エ
ド
ワ
ー

ド
」
大
佐
ニ
随
行
セ
シ
ム
ベ
シ

　
　

九
月
二
十
一
日　
　
　

米
第
十
軍
司
令
官

（
ロ
）
翌
九
月
二
十
二
日
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
以
下
徳
之
島
ニ
到
着
シ）
14
（

早

速
兵
器
授
受
ノ
具
体
的
交
渉
ヲ
行
ヒ
翌
二
十
三
日
九
時
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス

ベ
キ
ヲ
約
シ
テ
別
ル

（
ハ
）
其
夜
前
電
ノ
全
文
到
着
セ
リ

of

以
下
ハnorthern Ryukyus

ト
ア
リ

（
ニ
）
二
十
三
日
九
時
徳
之
島
平
土
野
海
岸
ニ
於
テ
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
ト

面
会
シ
先
ヅ
前
夜
ノ
電
文
ヲ
示
シ

高
田
「『
北
部
琉
球
』
ニ
テ
ハ
兵
器
ヲ
引
渡
シ
難
キ
予
ノ
意
見
ヲ
承
知
シ

ア
リ
ヤ
」

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」「「
カ
ン
ド
ン
」
大
佐
ヨ
リ
ヨ
ク
承
知
シ
ア
リ
」

高
田
「
然
ラ
バ
軍
司
令
官
ニ
電
報
シ
テ
之
ヲ
訂
正
セ
ラ
レ
度
シ
」

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」「
予
ハ
全
権
ヲ
委
任
セ
ラ
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
電
報
ノ
要
ナ
シ
」

高
田
「
然
ラ
バ
貴
官
ハ
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ノ
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
訂
正

セ
ラ
レ
度
シ
、
予
ハ
兵
器
引
渡
シ
ヲ
渋
ル
ニ
非
ズ
、
北
部
琉
球
ハ
予
ノ
権

限
外
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
電
ニ
テ
ハ
処
置
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
」

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
稍
々
暫
ク
シ
テ
鉛
筆
ヲ
執
リ of northern 

Ryukyu 

ヲ
抹
殺
シ north of O

kinaw
a to 30

° north latitude 

ト
記

シ
（
訳
文
、
沖
縄
ノ
北
方
北
緯
三
十
度
迄
ノ
）

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」「
之
ニ
テ
宜
シ
キ
ヤ
」

高
田
「
ヨ
ロ
シ
」

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
ハ
鉛
筆
ノ
上
ヲ
「
ペ
ン
」
ニ
テ
清
書
シ
更
ニ

For General Stilw
ell

E. B. Edw
ard

Col. F. A
.

 Com
m
anding T

enth A
rm
y D
et.1

（
訳
文
、「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ニ
代
リ
テ
、
第
十
軍
第
一
機
動
集

　
　
　
　
　
　

団
指
揮
官
砲
兵
大
佐　

Ｅ
・
Ｂ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
）

ト
記
シ
テ
小
官
ニ
手
交
セ
リ
（
原
文
）
15
（

ハ
外
務
省
ニ
保
管
ヲ
委
任
ス
）

茲
ニ
於
テ
小
官
ハ
為
シ
得
ル
限
リ
兵
器
授
受
ヲ
円
満
迅
速
ニ
実
施
ス
ベ
キ

ヲ
約
シ
直
チ
ニ
実
行
ニ
移
レ
リ

（
ホ
）
九
月
二
十
四
日
沖
縄
米
軍
司
令
部
ヨ
リ
飛
行
機
来
リ
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」

大
佐
ハ
之
ニ
搭
乗
沖
縄
ヘ
到
ル
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
夕
刻
帰
来
シ
明
朝

駆
逐
艦
及
Ｌ
Ｓ
Ｔ
一
隻
ヲ
以
テ
奄
美
大
島
ニ
先
行
ス
ル
ヲ
以
テ
高
級
部
員

（
兵
器
交
付
委
員
長
）
16
（

）
等
ヲ
同
行
セ
シ
メ
ラ
レ
度
ト
申
出
ヅ

（
ヘ
）
小
官
ハ
之
ヲ
許
シ
一
行
ハ
二
十
五
日
早
朝
出
発
セ
リ

（
ト
）
高
級
部
員
ヨ
リ
ノ
報
告
ニ
依
レ
バ
駆
逐
艦
及
Ｌ
Ｓ
Ｔ
ハ
大
島
海
峡
ニ
入
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ル
ニ
先
立
チ
停
船
シ
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
ハ
端
艇
ニ
移
乗
シ
爾
後
「
カ

ン
ド
ン
」
大
佐
（
先
発
ト
シ
テ
来
リ
議
論
セ
シ
者
）「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大

佐
ノ
業
務
ヲ
代
行
セ
リ

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
大
佐
ハ
恐
ラ
ク
沖
縄
ニ
帰
ヘ
リ
シ
ナ
ラ
ン
、
何
ガ
故
ニ

帰
ヘ
リ
シ
カ
明
カ
ナ
ラ
ザ
ル
モ
前
日
独
断
ノ
電
文
訂
正
ニ
基
因
ス
ル
ニ
非

ザ
ル
カ

（
チ
）「
カ
ン
ド
ン
」
大
佐
喜
界
島
ノ
兵
器
受
領
中
中
溝
高
級
部
員
ニ
次
ノ
指

令
ヲ
与
ヘ
高
級
部
員
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
電
報
報
告
セ
リ

指
令

「
内
地
ヨ
リ
奄
美
群
島
ニ
来
住
中
ノ
人
員
ヲ
速
カ
ニ
報
告
セ
ヨ
」

小
官
ハ
高
級
部
員
ニ
次
ノ
通
リ
返
電
シ
「
カ
ン
ド
ン
」
大
佐
ニ
通
牒
セ
シ

ム「
奄
美
群
島
ハ
内
地
ナ
リ
九
州
ナ
リ
鹿
児
島
県
ナ
リ　

内
地
ヨ
リ
ノ
来
住

者
ニ
テ
ハ
意
味
不
明
」
同
時
ニ
各
島
ノ
部
下
ニ
命
ジ
大
島
支
庁）
17
（

管
外
ヨ

リ
ノ
来
住
内
地
人
員
ヲ
報
告
セ
シ
ム

翌
日
「
内
地
人
ト
ハ
大
島
支
庁
管
外
ヨ
リ
ノ
来
住
内
地
人
ノ
意
ナ
リ
」
ト

返
電
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
予
メ
処
置
セ
シ
処
ニ
依
リ
直
チ
ニ
電
報
ス

２ 

復
員
時
ノ
折
衝

（
イ
）
十
一
月
七
日
沖
縄
基
地
司
令
部
指
揮
官
「
ロ
ー
ソ
ン
」
少
将）
18
（

代
表
ト

シ
テ
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
徳
之
島
ニ
来
リ

「
貴
隊
ノ
復
員
ヲ
迅
速
且
順
調
ニ
実
行
ス
ル
為
代
表
ト
シ
テ
派
遣
セ
ラ
レ

タ
リ
」
ト
述
ブ

小
官
之
ニ
謝
意
ヲ
表
シ
事
務
折
衝
ニ
移
レ
リ　

此
ノ
時
印
刷
物
ヲ
手
交
セ

ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
通
訳
ニ
渡
シ
翻
訳
セ
シ
ム

（
ロ
）
昼
食
時
右
文
書
ヲ
閲
ス
ル
ニ
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
ノ
紹
介
状
ニ
シ
テ

左
ノ
一
項
ア
リ

二
、
北
部
琉
球
ノ
全
日
本
国
民
ヲ
早
ク
順
調
ニ
本
国
ヘ
帰
ヘ
ス
目
的
ヲ
以

テ
云
々

予
ハ
其
ノ
全
文
ヲ
写
シ
テ
保
存
ヲ
準
備
シ
業
務
ニ
就
テ
ハ
午
後
モ
之
ニ
触

ル
ル
コ
ト
ナ
ク
交
渉
ヲ
続
行
シ
其
ノ
間
奄
美
群
島
ノ
特
性
ヲ
詳
細
ニ
説
明

シ
彼
モ
亦
ヨ
ク
理
解
セ
ル
ガ
如
シ

（
ハ
）
夕
刻
ト
ナ
リ
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
等
駆
逐
艦
ニ
帰
ル
為
桟
橋
ニ
到
リ

タ
ル
ト
キ
小
官
ハ
今
朝
受
領
セ
ル
文
書
ヲ
取
リ
出
シ

高
田
「
本
日
予
ハ
貴
官
ノ
言
ニ
依
リ
業
務
ヲ
執
行
セ
リ　

本
文
書
ヲ
閲
ス

ル
ニ
「
ノ
ー
ザ
ン・
リ
ユ
ウ
キ
ユ
ウ
」
ノ
語
ア
リ
（
此
ノ
時
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」

中
佐
微
笑
シ
随
行
ノ
中
尉
二
名
モ
同
時
ニ
微
笑
ス　

彼
等
ハ「
北
部
琉
球
」

ニ
就
テ
小
官
ノ
反
対
ヲ
予
期
シ
ア
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
ト
感
ズ
）
当
地
ガ
北
部

琉
球
ニ
非
ザ
ル
コ
ト
ハ
貴
官
十
分
諒
解
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
信
ズ　

予
ハ
貴
官

ノ
言
ニ
依
リ
貴
官
ガ
沖
縄
基
地
司
令
官
ノ
代
表
ナ
ル
コ
ト
ヲ
確
認
ス　

本

書
ハ
有
害
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
返
ス
」
ト
言
ヒ
テ
文
書
ヲ
渡
シ
タ
ル
ニ
「
ロ

イ
ス
ト
ン
」
中
佐
ハ
一
語
ナ
ク
之
ヲ
受
取
リ
「
ポ
ケ
ツ
ト
」
ニ
納
メ
タ
リ

返
シ
タ
ル
文
書
ノ
原
文
及
訳
文
左
ノ
如
シ
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A
PO
 331

383,6 (T
D
GGG

)                            2 N
ovem

ber 1945

Subject: Letter of Credentials.

T
o: Rear A

dm
iral K

ato T
adao 

Senior Japanese C
om
m
ander N

avy F
orces A

m
am
i 

Gunto

M
aj. Gen. T

akada T
oshisada

Senior Japanese A
rm
y Com

m
ander A

m
am
i Gunto

1.        T
he bearer Charlie A

. Rayston Lieutenant Colonel, 

Q
uarterm

aster C
orps, is hereby nam

ed as m
y 

personnel representative. 

2.        In this capacity he w
ill perform

 liaison m
issions w

ith 

the Senior Japanese A
rm
y and N

avy Com
m
anders in 

the A
m
am
i Gunto for the purpose of eff ecting a prom

pt 

and sm
ooth repatriation of all Japanese nationals in the 

N
orthern Rukyus.

3.        Colonel Royston is authorized to issue such orders 

as he deem
s necessary to the accom

plishm
ent of his 

m
ission.

4.      Com
plete cooperation by all concerned is enjoined.

L. A
. Law

son 

Brigadier General, U
. S. A

rm
y

Com
m
anding

沖
司
第
三
三
一
号

一
九
四
五
年
十
一
月
二
日　
　

沖
縄
基
地
司
令
部
指
揮
官
事
務
室

　
　
　
　
　

紹
介
状

宛 

奄
美
群
島
日
本
海
軍
最
高
指
揮
官　

海
軍
少
将　

加
藤
唯
雄

名 　
　

〃　
　

陸
軍
最
高
指
揮
官　

陸
軍
少
将　

高
田
利
貞

一 

、
此
ノ
手
紙
ヲ
持
参
セ
ル
者
ハ
給
養
部
隊
ノ
「
チ
ヤ
リ
ー
・
Ａ
・
ロ

オ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
デ
自
分
ノ
直
接
代
表
者
ト
任
命
セ
ル
者
ナ
リ

二 

、
北（
マ
マ
）

琉
球
ノ
全
日
本
国
民
ヲ
早
ク
順
調
ニ
本
国
ヘ
帰
ス
目
的
デ
、
奄

美
群
島
ノ
日
本
陸
海
軍
指
揮
官
ト
連
絡
ヲ
行
フ

三 

、「
ロ
オ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
ニ
ハ
其
ノ
目
的
ヲ
果
ス
為
ニ
如
何
ナ
ル

命
令
ヲ
発
シ
ヨ
ウ
ト
モ
命
令
権
ヲ
課
シ
テ
居
ル

四
、
此
レ
ニ
関
係
シ
タ
者
ハ
完
全
ナ
ル
協
力
ヲ
命
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
陸
軍
指
揮
官　

Ｌ
・
Ａ
・
ロ
ー
ソ
ン
少
将

（
ニ
）
其
ノ
後
米
艦
船
大
島
海
峡
ニ
碇
泊
中
在
古
仁
屋
ノ
中
溝
高
級
部
員
ニ
対
シ

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
ヨ
リ
左
ノ
要
求
ア
リ

「
管
外
ヨ
リ
来
住
セ
ル
内
地
人
ヲ
速
カ
ニ
本
土
ニ
帰
還
セ
シ
ム
ベ
シ
」

高
級
部
員
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
電
報
報
告
セ
リ

本
電
報
受
領
後
間
モ
ナ
ク
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
徳
之
島
ニ
来
レ
リ　

依

テ
本
処
置
ノ
目
的
ヲ
問
フ

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
分
ラ
ヌ
」



－ 91 －

高田利貞「奄美群島ノ戦後処理ニ就テ」（原口）

高
田
「
分
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
何
故
指
令
ス
ル
ノ
カ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
司
令
官
ヨ
リ
ノ
要
求
ナ
リ
」

高
田
「
何
ト
言
ツ
テ
来
タ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
受
領
セ
ル
電
文
ヲ
示
ス

之
ヲ
見
ル
ニ　

all Japanese 

云
々
ト
ア
リ

高
田
「all Japanese

ヲ
引
挙
ゲ
タ
ラ
後
ハ
無
人
島
ニ
ナ
ル
ゾ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
自
分
ハ
分
ツ
テ
ヰ
ル
」　

高
田
「
ソ
レ
デ
モ
ヨ
イ
ノ
カ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
一
度
照
会
ス
ル
カ
ラ
実
行
ハ
暫
ク
待
テ
」

高
田
「
次
ノ
指
令
ヲ
受
ク
ル
迄
ハ
本
指
令
ヲ
受
ケ
ナ
カ
ツ
タ
モ
ノ
ト
シ
テ

何
モ
セ
ズ
ニ
置
ク
ガ
ヨ
ロ
シ
イ
カ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
ヨ
ロ
シ
イ
」

（
ホ
）
本
交
渉
後
大
島
支
庁
長
ヨ
リ
同
様
ノ
意
味
ヲ
各
離
島
ニ
伝
ヘ
ラ
レ
度
シ

ト
ノ
依
頼
電
ア
リ
（
当
時
各
島
ノ
連
絡
ハ
軍
ノ
無
線
ニ
依
リ
維
持
シ
ア
リ

タ
リ
）
依
テ
前
項
交
渉
ノ
結
果
ヲ
通
報
シ
各
離
島
ヘ
ノ
通
知
ハ
之
ヲ
為
サ

ザ
ル
旨
返
電
ス　

之
ニ
関
シ
テ
ハ
其
ノ
後
何
等
ノ
指
令
ナ
シ

従
ツ
テ
何
等
ノ
処
置
ヲ
為
サ
ズ

註 

、
最
近
ノ
情
報
ニ
依
レ
バ
大
島
支
庁
並
ニ
之
ヲ
伝
ヘ
聞
キ
タ
ル
九
州

　

本
土
ヨ
リ
ノ
来
住
者
ハ
今
尚
不
安
ノ
模
様
ナ
リ
シ
ニ
付
小
官
ヨ
リ
好
（
マ
マ
）

　

便
ニ
托
︵
マ
マ
︶シ
右
ノ
真
相
ヲ
伝
言
セ
リ

（
ヘ
）
復
員
輸
送
完
了
時
小
官
ハ
古
仁
屋
ニ
ア
リ
シ
ガ
米
軍
ヨ
リ
「
復
員
完
了

書
ニ
署
名
ノ
為
日
本
海
軍
司
令
部
ニ
来
レ
」
ト
ノ
指
令
ア
リ

直
チ
ニ
瀬
相
ニ
到
ル
、
小
官
到
着
セ
ル
時
海
軍
ハ
既
ニ
署
名
ヲ
終
リ
ア
リ

（
ト
）
海
軍
参
謀
及
陸
軍
通
訳
「
復
員
完
了
セ
ル
証
明
書
ナ
リ
」
ト
イ
フ

小
官
ハ
直
チ
ニ
五
枚
ニ
署
名
シ
念
ノ
為
一
読
ス

「
北
部
琉
球
ノ
日
本
軍
ハ
現
地
出
身
者
ノ
現
地
復
員
ヲ
除
キ
全
部
完
了
セ

リ
」
ト
記
サ
レ
ア
リ

高
田
「
今
ニ
ナ
ツ
テ
北
部
琉
球
ノ
復
員
完
了
ニ
署
名
サ
セ
ル
ト
ハ
何
タ
ル

コ
ト
カ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
司
令
部
カ
ラ
此
文
句
ヲ
言
ツ
テ
来
タ
ノ
ダ
」

高
田
「
之
デ
ハ
駄
目
ダ
」
ト
言
ヒ
ツ
ツ
今
ノ
署
名
ヲ
五
枚
ト
モ
抹
殺
ス

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
何
ト
書
ケ
バ
ヨ
イ
カ
」

高
田
「
奄
美
群
島
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
日
本
海
軍
指
揮
官
ニ
向
ヒ
「
海
軍
モ
訂
正
ヲ
要
ス

ル
ヤ
」

海
軍
指
揮
官
「
訂
正
ス
ル
方
ガ
ヨ
ロ
シ
イ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
奄
美
群
島
ニ
テ
可
ナ
リ
ヤ
」

海
軍
指
揮
官
「
奄
美
群
島
及
「
ト
カ
ラ
」
群
島
ト
ナ
ス
ヲ
要
ス
」

米
側
「「
ト
カ
ラ
」
群
島
ノ
北
部
ハ
北
緯
三
十
度
以
北
ト
ナ
ル
」

米
軍
政
監
部
ノ
「
ジ
ヤ
ツ
ク
ソ
ン
」
少
佐
「
大
島
郡
ニ
テ
ハ
如
何
」

高
田
「
ヨ
ロ
シ
イ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
海
軍
ハ
如
何
」

海
軍
指
揮
官
「
ヨ
ロ
シ
イ
」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」「
然
ラ
バ
訂
正
印
刷
シ
テ
来
ル
カ
ラ
署
名
サ
レ
度
」
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陸
海
軍
指
揮
官
「
承
知
）
19
（

」

「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
一
行
ハ
一
応
米
駆
逐
艦
ニ
帰
リ
我
等
ハ
復
員
輸
送

船
羽
節
丸
）
20
（

ニ
乗
ル

軈
テ
「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
一
行
訂
正
セ
ル
印
刷
物
ヲ
持
チ
来
リ
タ
ル
ニ

依
リ
之
ニ
署
名
シ
我
等
ハ
帰
還
ノ
途
ニ
就
ケ
リ

３ 

官
民
ノ
努
力

官
民
亦
軍
ト
一
体
ト
ナ
リ
米
軍
ニ
対
シ
正
シ
キ
認
識
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ニ
努
力

セ
リ

特
ニ
大
島
支
庁
ヨ
リ
米
軍
ニ
提
出
ス
ル
書
類
ニ
ハ
全
部
特
ニ
鹿
児
島
県
ト
頭

書
シ
「
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
長
」
或
ハ
「
鹿
児
島
大
島
郡
」
ト
記
シ
ア
リ

第
三
、
奄
美
群
島
ニ
於
ケ
ル
米
軍
ノ
宣
撫
並
ニ
取
締
リ
状
況

一
、
概
説

当
初
相
当
ニ
力
ヲ
入
レ
タ
ル
モ
現
在
大
ナ
ラ
ズ

二
、
宣
撫
ノ
概
要

１
．
兵
器
接
収
時
各
方
面
ヲ
視
察
ス
ル
ト
共
ニ
示
威
的
行
軍
ヲ
実
施
セ
リ

２
．
食
糧
品
、
衣
糧
（
マ
マ
）品
等
ヲ
官
民
ニ
交
付
セ
リ

３
．
引
上
軍
需
品
、
家
屋
等
ヲ
官
民
ニ
交
付
セ
リ

４
．
十
一
月
頃
六
週
間
米
軍
徳
之
島
ニ
進
駐
ノ
情
報
ア
リ
シ
モ
未
ダ
ニ
奄
美
群

島
ノ
何
レ
ノ
島
ニ
モ
米
軍
ノ
進
駐
ナ
シ

５
．
之
ト
時
ヲ
同
ジ
ウ
シ
テ
徳
之
島
飛
行
場
ノ
大
修
理
ヲ
指
令
シ
来
レ
リ
、
官

民
延
ベ
二
万
人
余
ヲ
以
テ
修
理
ヲ
完
了
セ
シ
ガ
当
初
ノ
指
令
ニ
テ
ハ
表
面
ヲ

珊
瑚
礁
ニ
テ
固
ム
ル
様
要
求
ア
リ
之
ガ
為
必
要
ナ
ル
「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」
ヲ

請
求
セ
シ
処
其
ノ
翌
日
飛
行
機
ニ
テ
送
付
シ
来
レ
ル
モ
其
後
「
ロ
ー
ラ
ー
」

ヲ
要
求
セ
ル
際
ハ
「
ソ
レ
程
良
好
ナ
ラ
シ
メ
ズ
ト
モ
可
ナ
リ
」
ト
述
ベ
遂
ニ

貸
与
セ
ズ

（
米
軍
ノ
徳
之
島
飛
行
場
使
用
見
込
ノ
一
端
ヲ
察
知
ス
ル
参
考
ト
モ
ナ
ル
ベ
シ
）

６
．
右
飛
行
場
修
理
ニ
従
事
セ
シ
官
民
ヘ
ハ
当
初
料
金
支
払
ノ
予
定
ナ
リ
シ
ガ

如
キ
モ
十
二
月
ニ
入
リ
他
ノ
島
民
ニ
ハ
唯
贈
与
セ
シ
食
糧
及
医
療
品
等
ヲ
徳

之
島
ニ
テ
ハ
之
ヲ
飛
行
場
補
修
ノ
代
償
ト
シ
テ
交
付
セ
リ
（
其
ノ
後
更
ニ
処

置
セ
シ
ヤ
否
ヤ
ハ
不
明
）

７
．
奄
美
守
備
隊
ノ
復
員
ニ
方
リ
奄
美
大
島
徳
之
島
陸
軍
病
院
ハ
之
ヲ
残
置
シ

伝
染
病
ノ
撲
滅
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
予
定
ナ
リ
シ
モ
十
二
月
中
旬
ニ
至
リ
他
部

隊
ト
同
時
ニ
復
員
セ
シ
ム
ル
旨
指
令
ア
リ
タ
リ
（
進
駐
ト
関
連
ア
ル
モ
ノ
ト

認
ム
）

三
、
船
舶
航
行
ノ
取
締
リ

終
戦
後
暫
ク
ハ
百
屯
以
下
ノ
小
船
ト
雖
モ
北
緯
三
十
度
ノ
通
過
ヲ
禁
ジ
居
リ
シ

ガ
十
月
奄
美
群
島
南
端
（
沖
縄
ト
ノ
県
界
）
迄
差
支
ナ
キ
指
令
ア
リ

続
イ
テ
百
五
十
屯
級
船
モ
同
様
ニ
許
可
セ
ラ
レ
現
在
ハ
六
百
屯
級
ノ
船
舶
モ
与

論
島
（
奄
美
群
島
南
端
）
迄
許
可
セ
ラ
レ
ア
リ

渡
航
者
ノ
届
出
モ
当
初
極
メ
テ
厳
ナ
リ
シ
ガ
現
在
一
般
人
ノ
航
行
ニ
ハ
特
別
ノ

手
続
ヲ
要
セ
ズ

四
、
選
挙
除
外
問
題
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１
．
当
初
北
緯
三
十
度
以
南
ハ
百
屯
以
下
ノ
船
舶
航
行
ス
ラ
許
可
ヲ
要
シ
選
挙

ノ
如
キ
ハ
問
題
ト
ナ
ラ
ザ
リ
キ

２
．
沖
縄
県
ノ
選
挙
ハ
勅
令
ニ
ヨ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
鹿
児
島
県
ハ
此
ノ
事

ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
鹿
児
島
県
庁
ヨ
リ
選
挙
準
備
ノ
命
令
ア
リ
選
挙
用
紙
等
モ

分
配
セ
ラ
レ
タ
リ

３
．
米
軍
ハ
北
緯
三
十
度
以
南
ヲ
外
地
扱
ト
ナ
シ
ア
ル
関
係
上
奄
美
群
島
ノ
選

挙
ヲ
欲
セ
ズ
之
ガ
対
策
ト
シ
テ
選
挙
用
紙
類
ヲ
北
緯
三
十
度
以
南
ニ
輸
送
ス

ル
コ
ト
ヲ
禁
ジ
間
接
ニ
選
挙
ヨ
リ
除
外
セ
ン
ト
セ
リ

然
レ
ド
モ
用
紙
類
ハ
此
指
令
前
ニ
輸
送
セ
ラ
レ
ア
リ
タ
リ

４
．
二
月
初
ノ
連
合
軍
総
司
令
部
指
令
）
21
（

ニ
依
リ
奄
美
群
島
ハ
選
挙
ヨ
リ
除
外
セ

ラ
ル
ル
ニ
至
レ
リ

第
四
、
其
ノ
他

一
、
米
国
ハ
何
故
ニ
奄
美
群
島
ヲ
外
地
ト
セ
シ
ヤ
ノ
一
考
察

米
国
ガ
奄
美
群
島
ヲ
欲
ス
ル
コ
ト
久
シ
ク
嘗
テ
ハ
「
カ
ト
リ
ツ
ク
」
教
ヲ
以
テ

奄
美
大
島
ヲ
風
靡
セ
ル
コ
ト
ア
リ）
22
（

今
ヤ
大
島
海
峡
等
ノ
価
値
昔
日
ニ
比
ス
ベ
ク
モ
ア
ラ
ザ
ル
モ
今
尚
惰
勢
（
マ
マ
）ニ

依
リ

欲
シ
居
ル
ガ
如
シ
又
米
国
ノ
地
図
ハ
奄
美
群
島
ヲ
北
部
琉
球
ト
ナ
シ
ア
リ
且
米

海
軍
担
任
区
ヲ
外
地
ト
見
ナ
シ
居
ル
為
ナ
ラ
ン

二
、
右
ニ
対
ス
ル
吾
人
ノ
態
度
ヲ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
ヤ

現
在
ニ
於
ケ
ル
諸
般
ノ
処
理
ハ
北
緯
三
十
度
以
南
ヲ
外
地
ト
見
ナ
サ
ザ
ル
ヲ
得

ザ
ル
ベ
シ
然
レ
ド
モ
帰
属
問
題
ニ
関
シ
テ
ハ
一
日
一
刻
ヲ
忽
ニ
セ
ズ
着
々
善
処

ス
ル
ヲ
極
メ
テ
必
要
ト
認
ム

附
図
）
23
（

ハ
北
緯
三
十
度
ヲ
界
ト
ス
ル
米
軍
政
ノ
区
域
及
系
統
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

帰
属
ノ
決
定
ニ
就
テ
ハ
之
ニ
捉
ハ
レ
ザ
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ　

之
ニ
就
テ
ハ
米
軍

モ
屢
々
声
明
シ
ア
リ

三
、
奄
美
群
島
ニ
関
ス
ル
吾
人
ノ
先
入
感
（
マ
マ
）ヲ

除
去
ス
ル
ヲ
要
ス

日
本
官
民
中
ニ
ハ
「
米
国
ガ
奄
美
大
島
ヲ
欲
ス
ル
ヤ
久
シ
今
ニ
及
ン
デ
手
離
ス

モ
ノ
カ
」
ト
考
ヘ
ア
ル
者
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ　

是
レ
時
勢
ノ
進
運

特
ニ
飛
行
機
ノ
発
達
等
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ　

米
軍
ハ
正
シ
キ
ヲ
知
レ
バ

翻
然
ト
シ
テ
之
ヲ
改
ム
ル
ノ
雅
量
ヲ
有
ス
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ

斯
ク
ノ
如
キ
消
極
的
思
想
ヲ
以
テ
戦
後
処
理
ニ
任
ゼ
ン
カ
皇
国
ハ
他
力
ヲ
待
タ

ズ
自
ラ
真
ニ
四
等
国
ニ
没
落
セ
ン
ノ
ミ　

身
ヲ
以
テ
国
ニ
殉
ズ
ル
ノ
覚
悟
ヲ
新

ニ
シ
正
義
貫
徹
ニ
邁
進
ス
ル
ヲ
要
ス

四
、
米
軍
ノ
一
挙
一
動
ニ
神
経
過
敏
ニ
ナ
ル
勿
レ

（
小
官
ノ
失
敗
セ
シ
一
例
）

復
員
当
初
軍
ヨ
リ
左
ノ
指
令
ニ
接
ス

「
喜
界
島
ノ
部
隊
ヲ
速
カ
ニ
復
員
セ
シ
ム
ベ
シ
、
輸
送
船
ハ
当
方
ニ
テ
準
備
シ

喜
界
島
ニ
到
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
速
カ
ニ
乗
船
準
備
ヲ
完
了
ス
ベ
シ
」

小
官
ハ
是
レ
徳
之
島
飛
行
場
ニ
代
フ
ル
ニ
喜
界
島
飛
行
場
ヲ
以
テ
ス
ル
ナ
ラ
ン

ト
判
断
セ
リ

然
ル
ニ
其
ノ
後
池
田
大
島
支
庁
長
ヨ
リ

「
米
軍
政
監
部
「
ジ
ヤ
ツ
ク
ソ
ン
」
少
佐
支
庁
ニ
来
リ
タ
ル
ト
キ
食
糧
ノ
困
難

及
喜
界
島
最
モ
甚
ダ
シ
キ
事
情
ヲ
話
セ
リ
」
ト
聞
キ
喜
界
島
急
速
復
員
ノ
原
因
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判
明
セ
リ

五
、
捕
虜
ヨ
リ
感
謝
ノ
手
紙
ヲ
受
ク

１
．
徳
之
島
ニ
捕
虜
三
名
（
飛
行
機
搭
乗
員
）
ア
リ
シ
ガ
其
ノ
一
名
（
下
士
官
）

ハ
収
容
後
間
モ
ナ
ク
病
死
セ
シ
モ
少
佐
少
尉
ノ
二
名
ハ
終
戦
後
無
事
帰
還
セ

リ　

出
発
ニ
方
リ
少
佐
ハ
小
官
ニ
感
謝
ノ
手
紙
ヲ
残
シ
少
尉
ハ
我
ガ
通
訳
ニ

親
シ
ミ
ヲ
表
ハ
ス
書
面
ヲ
渡
セ
リ
（
小
官
宛
礼
状
ハ
復
員
前
焼
却
セ
シ
ヲ
遺

憾
ト
ス　

要
旨
左
ノ
如
シ
）

健
康
ヲ
保
持
シ
テ
無
事
帰
還
ス
ル
ヲ
得
感
謝
ニ
堪
ヘ
ズ
「
マ
ツ
カ
ー
ド
」

少
尉
等
疲
労
シ
ア
リ
シ
時
並
ニ
其
後
与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
二
個
ノ
「
ミ
ル
ク
」

缶
及
今
回
ノ
二
個
ノ
蜜
柑
缶
ハ
物
資
乏
シ
キ
中
ヨ
リ
ノ
贈
物
ニ
テ
感
謝
ニ

堪
ヘ
ズ
貴
官
ニ
面
会
セ
ズ
帰
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ

今
書
信
ヲ
以
テ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス

　
　
　
　
　
　
　
「
コ
リ
ン
ス
」
少
佐
、「
マ
ツ
カ
ー
ド
」
少
尉　

署
名

通
訳
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ
（
原
文
ハ
保
管
ヲ
外
務
省
ニ
委
任
ス
）

註
、
原
田
通
訳
ハ
米
軍
ニ
対
シ
「
フ
ラ
ン
ク
」
ト
名
乗
リ
居
レ
リ

H
ello Frank

W
e are leaving tom

orrow
 so I w

ill leave you m
y and Collins 

address.

G. W
. M
cadoo, 430 W

est Sears St. D
enison, T

exas.

Frank Y
. Collins, Box 202, O

dessa, T
exas

W
rite m

e and I w
ill answ

er your letter. T
hanks for 

everything.

Respectfully, Ensign G. W
. M
cadoo

）
24
（

両
捕
虜
ノ
住
所
ヲ
記
シ
文
通
ヲ
乞
ヒ
万
事
ニ
感
謝
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ）
25
（

２
．
捕
虜
ヲ
最
初
収
容
シ
タ
ル
ト
キ
小
官
ハ

明
治
天
皇
御
製

お
の
つ
か
ら
仇
の
こ
こ
ろ
も
靡
く
ま
で　

誠
の
道
を
ふ
め
や
国
民

ヲ
奉
誦
シ
此
ノ　

大
御
心
ヲ
奉（
マ
マ
）体
セ
ヨ
ト
指
示
セ
リ

中
溝
取
扱
委
員
長
以
下
克
ク
此
ノ
方
針
ヲ
実
行
セ
リ

健
康
ヲ
保
持
云
々
ハ
彼
等
ノ
特
質
ニ
応
ジ
体
操
学
校
卒
業
ノ
「
コ
リ
ン
ス
」

少
佐
ニ
ハ
畑
仕
事
ヲ
銃
爆
撃
ヲ
恐
ル
ル
「
マ
ツ
カ
ー
ド
」
少
尉
ニ
ハ
洞
窟
掘

リ
ヲ
担
任
セ
シ
メ
又
起
居
、
食
物
ニ
モ
注
意
セ
シ
コ
ト
ヲ
意
味
ス
ル
ナ
ラ
ン

３ 

．
病
死
セ
ル
ハ
戦
艦
「
イ
ン
ヂ
ニ
ア
」
号
乗
組
上
等
兵
曹
「
ピ
ー
タ
ー
・
サ
ー

フ
ア
ス
」
ナ
リ

「
マ
ツ
カ
ー
ド
」
少
尉
ト
同
時
ニ
収
容
セ
リ

当
初
割
合
ニ
元
気
ナ
リ
シ
モ
疲
労
回
復
遅
キ
ヲ
以
テ
軍
医
ヲ
シ
テ
細
密
診
察

セ
シ
メ
タ
ル
処
胃
潰
瘍
ノ
疑
ア
リ　

依
テ
直
チ
ニ
其
ノ
治
療
ヲ
ナ
セ
リ

食
塩
水
注
射
等
ノ
場
合
ハ
「
マ
ツ
カ
ー
ド
」
少
尉
ヲ
立
会
セ
シ
メ
病
篤
キ
ニ

及
ビ
「
マ
ツ
カ
ー
ド
」
少
尉
ヲ
シ
テ
遺
言
ヲ
聞
カ
シ
メ
葬
送
ノ
際
亦
「
マ
ツ

カ
ー
ド
」
少
尉
ヲ
参
列
セ
シ
ム　

米
軍
徳
之
島
ニ
来
リ
シ
時
其
ノ
墓
ニ
詣
リ
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高田利貞「奄美群島ノ戦後処理ニ就テ」（原口）

予
想
激
戦
場
避
ケ
テ
丁
寧
ニ
葬
リ
墓
標
ヲ
立
テ
花
サ
ヘ
供
ヘ
ア
リ
タ
ル
ニ
感

謝
セ
リ

六
、
終
戦
後
米
機
徳
之
島
飛
行
場
ヲ
銃
爆
撃
ス

終
戦
後
ノ
九
月
十
八
日
十
一
時
過
米
国
新
戦
闘
機
「
ブ
ラ
ツ
ク
・
ウ
イ
ド
ウ
」

徳
之
島
飛
行
場
ヲ
銃
爆
撃
セ
ル
コ
ト
ア
リ

当
時
第
一
回
視
察
団
「
ガ
ー
フ
イ
ル
ド
」
大
佐
以
下
徳
之
島
飛
行
場
附
近
ニ
在

リ
シ
ヲ
以
テ
同
大
佐
ハ
直
チ
ニ
左
ノ
電
報
ヲ
発
セ
リ

「
ガ
ー
フ
イ
ル
ド
」
大
佐
ヨ
リ
ノ
電
報

     T
o Com

m
anding General 10th A

rm
y O
kinaw

a

Peter 38 over T
okuno strafed am

m
unition connecting points 

and airfi elds from
 11.10 until 11. 20  Septem

ber 18

O
ne heavy explosion. Pilot m

ade 8 or 10 runs.

U
nable to determ

ine num
ber of airplanes.

W
ill radio m

ore detail later. Request traffi  c drastic

action against pilot. Suggest love fi ve com
e here and

rem
ain. So w

e can have radio contact w
ith airplanes.

Signed 　

Garfi eld

右
訳
文

Ｐ
38
ハ
九
月
十
八
日
一
一
、
一
〇
ヨ
リ
一
一
、
二
〇
ノ
間
徳
之
島
ニ
於
テ

弾
薬
集
積
連
結
地
点
及
ビ
飛
行
場
ヲ
銃
撃
セ
リ

「
パ
イ
ロ
ツ
ト
」
ハ
八
乃
至
一
〇
回
ノ
旋
回
飛
行
ヲ
ナ
セ
リ
機
数
詳
ナ
ラ

ズ
詳
細
ハ
後
刻
更
ニ
通
信
ス

「
パ
イ
ロ
ツ
ト
」
ニ
対
シ
テ
運
輸
ノ
徹
底
的
行
動
ヲ
要
求
ス　
「
ラ
ブ
五
」

ノ
当
地
ニ
来
リ
逗
留
ス
ル
様
提
案
ス　

サ
ス
レ
バ
吾
等
ハ
飛
行
機
ト
無
線

連
絡
可
能
ナ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ー
フ
イ
ル
ド
大
佐　

署
名

註 

、
Ｐ
38
ハ
誤
ナ
リ
「
ブ
ラ
ツ
ク
・
ウ
イ
ド
ウ
」
ニ
シ
テ
之
モ
双
胞
双

発
ノ
戦
闘
機
ナ
リ

我
ガ
方
ハ
「
ト
ラ
ツ
ク
」
一
台
及
爆
弾
数
発
ヲ
爆
発
セ
シ
メ
タ
ル
ノ

ミ
ニ
テ
人
員
其
ノ
他
全
ク
被
害
ナ
カ
リ
キ

翌
十
九
日
米
軍
参
謀
少
将
ヲ
長
ト
シ
法
務
官
ヲ
モ
加
ヘ
タ
ル
現
場
調
査
団
徳

之
島
ニ
来
リ
小
官
以
下
ニ
モ
色
々
質
問
セ
リ　

此
ノ
際
予
ハ
奄
美
群
島
陸
軍

最
高
指
揮
官
ノ
資
格
ヲ
以
テ
次
ノ
一
言
ヲ
附
加
セ
リ

「
米
軍
ガ
直
チ
ニ
貴
官
（
少
将
）
以
下
ヲ
派
遣
シ
テ
実
情
ヲ
調
査
シ
且
速
カ

ニ
犯
罪
者
ノ
逮
捕
ニ
努
力
ス
ベ
キ
旨
言
明
セ
ラ
レ
タ
ル
誠
意
ニ
信
頼
シ
予
ハ

本
件
ニ
関
シ
将
来
特
別
ノ
要
求
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
言
明
ス
」

蓋
シ
小
官
ハ
米
軍
ニ
対
ス
ル
要
求
ノ
重
点
ヲ
奄
美
群
島
ノ
帰
属
ニ
置
キ
其
ノ

他
ノ
処
理
ハ
寛
大
ニ
セ
リ

其
ノ
後
沖
縄
ヨ
リ
連
絡
ア
ル
毎
ニ
彼
ヨ
リ
進
ン
デ
犯
人
未
逮
捕
ノ
通
知
ヲ
為

シ
居
リ
シ
ガ
十
二
月
ニ
入
リ
「
犯
人
ハ
着
陸
時
墜
落
死
セ
ル
コ
ト
明
カ
ト
ナ

レ
リ
」
ト
口
頭
通
知
セ
リ

七
、
米
第
十
軍
ノ
解
散
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「
ロ
イ
ス
ト
ン
」
中
佐
ガ
沖
縄
基
地
司
令
官
代
表
ト
シ
テ
十
一
月
七
日
徳
之
島

ニ
来
リ
シ
コ
ト
ハ
「
復
員
時
ノ
折
衝
」
欄
中
ニ
記
述
セ
リ

米
第
十
軍
ノ
解
散
ハ
兵
器
授
受
中
ヨ
リ
噂
セ
ラ
レ
タ
ル
処
ナ
リ

小
官
上
京
後
承
知
セ
シ
処
ニ
依
レ
バ
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ハ
第
十
軍
司
令

官
在
職
中
「
予
ハ
斯
カ
ル
コ
ト
ニ
興
味
ヲ
有
セ
ズ
」
ト
声
明
セ
ル
コ
ト
ア
リ
ト

第
十
軍
ノ
解
散
ガ
何
ガ
故
ニ
斯
ク
早
ク
行
ハ
レ
タ
ル
ヤ
知
ル
由
ナ
キ
モ
米
軍
ガ

奄
美
群
島
ノ
領
有
ヲ
放
棄
セ
ル
カ
或
ハ
「
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
」
大
将
ガ
奄
美
群
島

領
有
ニ
不
同
意
ナ
リ
シ
カ
ノ
結
果
ニ
非
ザ
ル
カ
愚
見
ノ
儘
ヲ
記
シ
テ
参
考
ニ
資

ス兎
モ
角
モ
第
十
軍
解
散
ニ
伴
ヒ
奄
美
群
島
ニ
対
ス
ル
米
軍
ノ
動
キ
ノ
極
メ
テ
弱

化
セ
ル
ハ
事
実
ナ
リ

八
、
沖
縄
基
地
司
令
官

沖
縄
基
地
司
令
官
「
ロ
ー
ソ
ン
」
少
将
ハ
師
団
長
ト
称
シ
ア
リ　

然
レ
ド
モ

「
ロ
ー
ソ
ン
」
ハ
小
官
等
調
印
ノ
為
沖
縄
ニ
到
リ
シ
ト
キ
ハ）
26
（

大
佐
ニ
テ
我
等
ト

ノ
直
接
交
渉
ニ
任
ジ
居
リ
タ
リ　

之
ヲ
以
テ
沖
縄
基
地
部
隊
ノ
実
力
ヲ
察
知
シ

得
ベ
シ

尚
右
基
地
部
隊
ハ
陸
軍
ナ
ル
モ
在
比
律
賓
海
軍
指
揮
官
ノ
指
揮
下
ニ
在
リ

又
従
来
空
軍
ヲ
有
セ
シ
モ
空
軍
ハ
近
頃
在
布
哇
ノ
空
軍
指
揮
官
ニ
直
属
セ
リ

九
、
我
ガ
部
下
将
校
五
十
三
名
沖
縄
ニ
招
致
セ
ラ
レ
ア
リ

招
致
ノ
目
的
判
然
タ
ラ
ザ
ル
モ
戦
争
犯
罪
嫌
疑
者
ニ
非
ザ
ル
ベ
キ
ヲ
信
ズ

果
シ
テ
然
ラ
バ
何
カ

奄
美
群
島
ヲ
ア
ラ
ユ
ル
角
度
ヨ
リ
研
究
ス
ル
為
ニ
非
ザ
ル
カ

若
シ
然
リ
ト
セ
バ
奄
美
群
島
ノ
真
相
益
々
明
カ
ト
ナ
リ
吾
人
ノ
熱
望
貫
徹
ヲ
容

易
ナ
ラ
シ
ム
ル
結
果
ト
ナ
ラ
ン

十
、
米
軍
ノ
在
奄
美
群
島　

沖
縄
人
ニ
対
ス
ル
取
扱
ノ
一
端

在
奄
美
群
島
ノ
沖
縄
人
ヲ
郷
土
ニ
帰
サ
ン
ト
シ
テ
十
二
月
初
古
仁
屋
ニ
集
結
セ

リ　

然
ル
ニ
間
モ
ナ
ク
之
ヲ
中
止
ス
ル
ト
共
ニ
暫
ク
従
来
ノ
生
業
ニ
復
帰
セ
シ

メ
ラ
レ
度
シ
ト
ノ
指
令
ア
リ
タ
リ

其
ノ
理
由
ハ
現
在
沖
縄
ニ
残
留
シ
ア
ル
者
ノ
戦
災
回
復
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ

先
ヅ
残
留
者
ノ
生
活
ヲ
安
定
セ
シ
メ
ン
ガ
為
ナ
リ
ト
説
明
ア
リ
タ
リ

　
　
　
　

第
五
、
結
論

国
境
ヲ
適
正
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
世
界
平
和
ノ
為
絶
対
必
要
ナ
ル
条
件
ナ
リ

奄
美
群
島
ヲ
日
本
本
土
タ
ラ
シ
ム
ル
ハ
勿
論
之
ヲ
信
託
統
治
ヨ
リ
除
外
ス
ル
コ
ト

亦
平
和
ノ
礎
ヲ
固
ク
ス
ル
為
ニ
必
要
ナ
リ

殊
ニ
大
島
海
峡
ノ
価
値
昔
日
ニ
比
ス
ベ
ク
モ
非
ザ
ル
今
日
米
国
ハ
宜
シ
ク
之
ヲ
九

州
ノ
一
部
ト
シ
テ
純
然
タ
ル
内
地
ト
認
メ
米
国
ノ
正
義
ヲ
具
現
ス
ベ
キ
ナ
リ

是
レ
単
ニ
皇
国
領
土
保
全
ノ
為
ノ
ミ
ニ
非
ズ
実
ニ
平
和
ノ
礎
ヲ
固
ク
シ
米
国
ヲ
シ

テ
正
義
ヲ
世
界
ニ
布
カ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
米
国
ニ
対
シ
テ
モ
真
ノ
親
切
ヲ
尽
ス

所
以
ナ
リ
ト
確
信
ス

機
会
ハ
逸
シ
易
シ
宜
シ
ク
官
民
一
致
速
カ
ニ
此
ノ
熱
望
ヲ
米
国
官
民
ニ
訴
ヘ
米
国

与
論
ノ
支
持
ヲ
得
尚
連
合
各
国
ノ
正
シ
キ
理
解
ヲ
モ
得
奄
美
群
島
ノ
確
保
セ
ラ
レ

ム
コ
ト
ヲ
祈
念
シ
テ
已
マ
ズ

特
ニ
奄
美
群
島
ハ
戦
争
中
軍
官
民
協
力
一
致
シ
テ
防
衛
ニ
任
ジ
米
軍
ニ
一
歩
ヲ
踏
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マ
シ
メ
ズ
尚
捕
虜
ノ
取
扱
ハ
適
正
ニ
シ
テ
捕
虜
帰
還
ノ
際
感
謝
ノ
手
紙
ヲ
残
セ
シ

コ
ト
ヲ
モ
充
分
考
慮
セ
ラ
レ
度

附
録　

当
事
者
ノ
参
考
ノ
為
蛇
足
ヲ
添
フ

附
録
第
一
、
奄
美
群
島
ノ
将
来
性

一
、
概
説

軍
事
的
事
項
ハ
論
セ
ズ　

其
ノ
他
一
般
ニ
就
テ
概
説
ス
レ
バ
砂
糖
ノ
産
地
ト
シ

テ
種
子
島
ト
共
ニ
台
湾
ノ
後
ヲ
継
グ
立
場
ニ
在
リ
又
食
糧
増
産
及
住
民
増
加
ノ

余
力
ヲ
有
ス

二
、
経
済
事
項

１
．
砂
糖
ハ
現
在
年
産
約
九
千
挺
ナ
ル
モ
対
策
ヲ
講
ズ
レ
バ
更
ニ
増
産
容
易
ナ

リ
然
レ
ド
モ
甘
蔗
ハ
植
付
ケ
ヨ
リ
製
糖
迄
約
一
年
半
ヲ
要
ス

２
．
米
ハ
二
毛
作
ニ
シ
テ
目
下
年
産
八
万
石
ヲ
目
標
ト
シ
ア
ル
モ
肥
料
ノ
豊
富

ナ
ル
使
用
等
ニ
依
リ
更
ニ
増
産
シ
得
ベ
シ

３
．
甘
蔗
ハ
現
在
年
十
万
貫
ヲ
目
標
ト
ナ
シ
ア
リ

方
法
宜
シ
キ
ヲ
得
レ
バ
更
ニ
増
産
容
易
ナ
ル
モ
甘
蔗
ニ
重
点
ヲ
置
ク
ト
キ
ハ

減
少
ス
ル
ナ
ラ
ン

４
．
蘇
鉄
ハ
実
及
幹
ヨ
リ
澱
粉
ヲ
製
シ
主
食
ノ
代
用
タ
ラ
シ
メ
又
味
噌
、
焼
酎

等
ノ
原
料
ト
ナ
シ
ア
リ

５
．
牛
ハ
沖
永
良
部
島
ニ
多
産
ス

６
．
馬
ハ
喜
界
島
ニ
良
馬
ヲ
多
産
ス

７
．
沖
永
良
部
島
ハ
米
国
向
ケ
百
合
ノ
根
ノ
産
地
ナ
リ

８
．
大
島
紬
ノ
産
地
ナ
リ

三
、
住
民
増
加
力

現
在
人
口
約
十
七
万
ニ
シ
テ
復
員
軍
人
帰
郷
後
約
十
九
万
ト
ナ
ル

過
去
ノ
記
録
二
十
四
万
ナ
ル
ヲ
以
テ
将
来
ノ
増
加
力
ハ
特
別
ノ
処
置
ヲ
講
ズ
ル

コ
ト
ナ
キ
モ
約
五
万
ハ
容
易
ニ
シ
テ
整
理
ス
レ
バ
十
万
ハ
困
難
ナ
ラ
ズ
ト
認
ム

附
録
第
二
、
現
地
ノ
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ヲ
如
何
ニ
認
識
シ
ア
リ
ヤ

一 

、
現
地
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ガ
沖
縄
県
ト
全
ク
別
ニ
シ
テ
鹿
児
島
県
ナ
リ
九
州
ナ

リ
内
地
ナ
ル
コ
ト
ヲ
研
究
理
解
シ
ア
リ

彼
等
ハ
米
国
製
ノ
地
図
ニ
依
リ
奄
美
群
島
ハ
琉
球
ノ
一
部
（
北
部
琉
球
）
ナ
リ

ト
信
ジ
ア
リ
シ
モ
現
地
ニ
来
レ
ル
者
ハ
自
ラ
モ
深
ク
研
究
シ
正
シ
キ
理
解
ヲ
有

ス
ル
ニ
至
レ
リ

二
、
現
地
米
軍
ノ
理
解
セ
リ
ト
認
ム
ル
具
体
的
事
項

１
．
県
会
議
員
六
名
ヲ
出
シ
鹿
児
島
県
ノ
郡
ト
シ
テ
ハ
最
多
数
ノ
議
員
ヲ
出
シ

ア
リ

２
．
総
テ
ノ
指
令
ハ
鹿
児
島
県
知
事
ヨ
リ
発
セ
ラ
レ
ア
リ

３
．
民
族
的
ニ
相
違
シ
ア
リ

　

奄
美
群
島
ノ
幼
児
ノ
臀
部
ニ
ハ
黒
キ
斑
点
ヲ
有
ス
ル
モ
沖
縄
ニ
ハ
此
ノ
斑
点

ヲ
有
ス
ル
者
少
シ

４
．
沖
縄
ト
ノ
距
離
近
キ
モ
両
地
人
間
ノ
結
婚
ハ
容
易
ニ
行
ハ
レ
ズ

５
．
奄
美
群
島
ノ
墓
ハ
日
本
本
土
同
様
ナ
ル
モ
、
沖
縄
ノ
モ
ノ
ハ
全
ク
異
レ
ル

塚
ナ
リ
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６
．
言
語
モ
奄
美
群
島
ハ
大
和
言
葉
ニ
シ
テ
沖
縄
ハ
琉
球
語
ナ
ル
コ
ト
ヲ
直
チ

ニ
理
解
セ
シ
ナ
ラ
ン

７
．奄
美
群
島
ハ
何
時
頃
ヨ
リ
日
本
領
土
ナ
リ
シ
ヤ
ト
質
問
ア
リ
シ
ニ
対
シ「
有

史
以
前
ナ
リ
、
天
照
皇
大
神
ノ
御
子
「
ア
マ
ミ
ツ
コ
」
統
治
セ
ラ
レ
シ
ニ
依

リ
奄
美
群
島
ノ
名
生
ジ
タ
リ
」
ト
ノ
神
話
ア
ル
旨
説
明
セ
ル
コ
ト
ア
リ

８
．
種
子
島
北
端
ノ
西
方
ニ
点
在
ス
ル
竹
ノ
島
、
硫
黄
島
、
黒
島
等
ノ
人
口
等

ガ
熊
毛
支
庁
ニ
テ
ハ
判
明
セ
ザ
リ
シ
ガ
比
律
賓
ヲ
経
由
シ
テ
大
島
支
庁
ニ
照

会
シ
直
チ
ニ
判
明
セ
ル
コ
ト
ニ
依
リ
大
島
郡
ハ
種
子
島
北
端
ト
同
緯
度
マ
デ

延
長
シ
ア
ル
コ
ト
ヲ
承
知
セ
リ

附
録
第
三
、
米
軍
ハ
奄
美
群
島
ノ
価
値
ヲ
如
何
ニ
判
断
シ
ア
リ
ヤ

米
軍
ヨ
リ
聴
取
セ
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
客
観
的
ニ
判
断
セ
ル
所
左
ノ
如
シ

一
、
米
軍
ハ
大
島
海
峡
及
徳
之
島
飛
行
場
ニ
価
値
ヲ
認
メ
ア
ル
ナ
ラ
ン

二
、
大
島
海
峡
ニ
就
テ
米
海
軍
ハ
従
来
大
島
海
峡
ヲ
絶
対
必
要
ト
セ
シ
観
念
今
尚

残
リ
ア
ル
ガ
如
シ

然
レ
ド
モ
飛
行
機
ノ
発
達
セ
ル
今
日
艦
隊
泊
地
ト
シ
テ
ノ
価
値
減
少
セ
ル
ハ
察

ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ズ

又
沖
縄
作
戦
ニ
於
テ
米
艦
隊
ノ
泊
地
ガ
中
城
湾
、
金
武
湾
、
名
護
湾
、
嘉
手
納

沖
、
糸
満
沖
、
慶
良
間
列
島
等
ニ
及
ビ
シ
ヲ
思
フ
時
大
島
海
峡
ノ
面
積
ハ
余
リ

ニ
小
ナ
リ

尚
昭
和
二
十
年
十
月
八
日
第
二
回
ノ
颱
風）
27
（

時
偶
々
碇
泊
中
ナ
リ
シ
米
駆
逐
艦

及
「
Ｌ
Ｓ
Ｔ
」
衝
突
損
傷
セ
シ
コ
ト
ア
リ　

颱
風
時
ノ
避
難
港
ト
シ
テ
モ
従
来

ノ
信
頼
ヲ
減
少
セ
シ
ナ
ラ
ン

三
、
徳
之
島
飛
行
場
ニ
就
テ

徳
之
島
飛
行
場
ハ
大
島
海
峡
ニ
最
モ
近
キ
飛
行
場
ト
シ
テ
米
軍
時
々
使
用
シ
ア

リ素
質
ハ
良
好
ナ
ラ
ズ
面
積
大
ナ
ラ
ザ
ル
モ
他
ノ
地
点
ニ
二
、三
ノ
飛
行
場
ヲ
増

設
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
中
継
飛
行
場
、
不
時
着
場
ト
シ
テ
ハ
相
当
ノ
価
値
ヲ
有
ス
ベ

シ喜
界
島
ニ
モ
飛
行
場
ア
ル
モ
全
般
位
置
適
当
ナ
ラ
ズ
目
下
殆
ン
ド
使
用
セ
ラ
レ

ズ
四
、
颱
風
ニ
就
テ

前
述
艦
船
衝
突
ノ
外
米
軍
視
察
団
「
ガ
ー
フ
イ
ル
ド
」
大
佐
以
下
昭
和
二
十
年

九
月
十
六
、七
日
ノ
第
一
回
颱
風
）
28
（

ヲ
徳
之
島
ニ
テ
体
験
シ
相
当
ノ
死
傷
者
及
ビ

多
数
ノ
破
壊
家
屋
等
ヲ
出
セ
ル
コ
ト
ヲ
承
知
シ
ア
リ　

余
リ
好
マ
シ
キ
土
地
ニ

ア
ラ
ズ
ト
感
ジ
タ
ル
ガ
如
シ

五
、
其
他

飯
匙
蛇
）
29
（

、
癩
病
及
ビ
「
フ
イ
ラ
リ
ヤ
」
病
多
キ
コ
ト

赤
痢
、「
チ
ブ
ス
」
等
年
中
散
発
シ
ア
ル
コ
ト
等
ヲ
モ
承
知
シ
ア
リ

注（
1
）
本
稿
解
題
（
注
2
）
参
照
。

（
2
）
原
本
は
二
段
組
で
「
目
次
」
の
下
欄
に
要
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
重
複

し
煩
雑
で
も
あ
り
省
略
し
た
。
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（
3
）
目
次
欄
に
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
本
文
か
ら
補
っ
た
。

（
4
）
八
月
二
十
八
日
。『
名
瀬
市
誌
』（
八
〇
頁
）、
コ
ン
ペ
ル
・
ラ
ド
ミ
ー
ル
「
太
平
洋
戦

争
に
お
け
る
「
終
戦
」
の
過
程
―
沖
縄
統
治
の
形
態
と
範
八
囲
を
め
ぐ
る
軍
事
と
行

政
の
相
克
―
」（『
横
浜
国
際
経
済
法
学
』18-3

二
〇
一
〇
年
三
月
、
九
二
頁
）。

（
5
）
高
田
利
貞
『
運
命
の
島 

奄
美
と
沖
縄
』（
奄
美
社
、一
九
六
五
年
八
月
）
八
六-

八
七
頁
。

に
指
令
掲
載
。

28 A
ugust 1945

SU
BJECT

: Establishm
ent of Radio Com

m
unication.

T
O
         : Senior Japanese Com

m
ander, T

O
K
U
N
O
-SH
IM
A
.

     1. A
cting under the authority conferred on m

e by Suprem
e 

A
llied Com

m
ander, I direct that you establish radio com

m
unication 

w
ith m

e w
ithout delay in English clear text, on one of the follow

ing 

frequencies, using m
axim

am
 pow

er: 3310 kilocycles, 7665 kilocycles, 

5090 kilocycles, 6018 kilocycles,3686 kilocycles, and 3394 kilocycles.

     2. T
he T

EN
T
H
 A
rm
y call sign is 9PY

. Y
ou w

ill use the call 

sign H
9N
.

     3. For your inform
ation, certain other Japanese com

m
anders 

in the R
Y
U
K
Y
U
S A
rea are being required to establish radio 

com
m
unication, w

ith the sam
e choice of frequencies, and w

ith call 

signs as follow
s; A
M
A
M
I-O
-SH
IM
A
, Q
5L; M

IY
A
K
O
 SH
IM
A
, 22P; 

K
IK
A
IGA
 SH
IM
A
, 6I7; ISH

IGA
K
I JIM

A
, E7L; IRIO

M
O
T
E JIM

A
, 

E3U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

JO
SEPH

 W
. ST
ILW
ELL 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

General, U
.S. A

rm
y 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Com
m
anding

　
　
　
　
　

M
ESSA

GE N
U
BER 1.

（
6
）
高
田
利
貞
『
運
命
の
島
々 

奄
美
と
沖
縄
』
八
五
頁
に
は
「
調
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
奄
美
群
島
日
本
海
軍
司
令
官
加
藤
唯
雄
少
将
。
海
軍
防
備
隊
司
令
部
は
大
島
郡
瀬
戸

内
町
瀬
相
に
置
か
れ
て
い
た
。

（
8
）
本
稿
解
題
（
注
8
）
参
照
。

（
9
）
中
溝
猛
中
佐
。
中
溝
は
奄
美
群
島
守
備
の
高
田
貞
利
部
隊
で
唯
一
の
陣
中
日
記
風
の

手
記
「
独
立
混
成
第
六
四
旅
団
高
級
部
員
中
佐
中
溝
猛
氏
日
誌
」（
一
九
四
五
年
三
月

六
日
〜
八
月
十
二
日
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
を
残
し
て

い
る
。

（
10
）「
諸
指
令
」
と
は
、
こ
の
指
令
の
二
日
後
の
九
月
七
日
に
降
伏
文
書
調
印
が
沖
縄
の
第

十
軍
司
令
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
降
伏
文
書
調
印
式
へ
の

来
島
指
令
、
武
装
解
除
と
兵
器
授
受
に
つ
い
て
の
指
令
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）
原
田
秋
義
兵
長
。
山
口
県
大
島
郡
出
身
。
米
国
か
ら
帰
郷
中
開
戦
と
な
り
、
補
充
兵

と
し
て
召
集
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
生
ま
れ
の
日
系
米
人
二
世
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
は
フ
ラ
ン
ク
。
高
田
は
原
田
を
、
よ
き
補
佐
官
と
し
て
適
切

に
通
訳
し
「
奄
美
に
お
け
る
四
ヶ
月
間
の
米
軍
と
の
交
渉
は
全
部
原
田
通
訳
で
あ
っ

た
が
、
よ
き
通
訳
故
に
任
務
達
成
を
容
易
な
ら
し
め
た
こ
と
は
甚
大
で
あ
っ
た
。」
と

称
賛
し
て
い
る
。（『
運
命
の
島
々
』
一
〇
〇-

一
〇
一
頁
）
ま
た
、
米
軍
捕
虜
二
名
も

帰
還
に
際
し
て
原
田
宛
に
感
謝
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。
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（
12
）
高
田
は
、
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
米
軍
か
ら
訂
正
電
報
が
届
い
た
の
は
偶
然
で

は
な
く
、
米
軍
が
逐
一
交
渉
状
況
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い

る
。（『
運
命
の
島
々
』
九
九-

一
〇
〇
頁
）

（
13
）of 

以
下
電
文
未
着
。
文
中
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
箇
所
は
、
手
書
き
原
文
（
注
15
）
と
異

同
が
見
ら
れ
る
箇
所
。

（
14
）
指
令
に
あ
る
「
早
朝
」
で
は
な
く
修
正
指
令
（
注
15
）
に
よ
れ
ば
午
後
二
時
半
頃
に

到
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
15
）
手
書
き
原
文
は
、
九
月
二
十
二
日
付
で
、
修
正
前
の
指
令
と
は
何
箇
所
か
で
異
同
が

あ
る
。
次
掲
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
。「of N

orthern Ryukyus

」
は
原
文
の
ま
ま
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
22 Septem

ber 1945

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

From
 Com

m
anding General

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
enth U

nited States A
rm
y

　
　
　

T
o Senior Com

m
ander

　
　
　

Japanese A
rm
y A
m
am
i Gunto

　
　
　

T
his is m

y m
essage num

ber 38

　
　
　

A
 task group of tenth arm

y under com
m
and of Colonel

　
　
　

 Edw
ards w

ill arrive by ship off  T
okunoshim

a approxim
ately 14.30 

22 Septem
ber, for landing at H

edono.

　
　
　

 　

Colonel Edw
ards is authorized to issue orders in m

y nam
e and 

w
ill Give further instructions on arrival. 

　
　
　

 　

Prim
ary m

ission is receipt and disposition of arm
s in A

m
am
i 

Gunto and T
okara Gunto.

　
　
　

 　

Y
ou w

ill furnish com
petent staff officer acquainted w

ith all 

A
rm
y instollations to accom

pany Colonel Edw
ards throughout 

islands of N
orthern R

yukyus north of O
kinaw

a to 30

° north 

latitude. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

For General Stilw
ell

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E. B. Edw
ard

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Col. F. A
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Com
m
anding T

enth A
rm
y D
et.#1

（
16
）
中
溝
猛
中
佐
（『
運
命
の
島
々
』
一
〇
五
頁
）。

（
17
）
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
は
一
九
四
六
年
三
月
十
六
日
、
南
西
諸
島
米
国
海
軍
政
府
の
監

督
下
の
大
島
支
庁
と
な
り
、
十
月
、
臨
時
北
部
南
西
諸
島
庁
に
改
称
、
一
九
五
〇
年

八
月
、
奄
美
群
島
政
府
に
改
変
、
一
九
五
二
年
四
月
、
琉
球
政
府
設
立
に
伴
い
奄
美

地
方
庁
設
立
さ
れ
、
一
九
五
三
年
十
二
月
奄
美
群
島
本
土
復
帰
に
よ
り
、
大
島
支
庁

が
再
設
立
さ
れ
た
。

（
18
）
ス
テ
ィ
ル
ウ
エ
ル
司
令
官
の
後
任
、
陸
軍
准
将Laurence A

ugustus Law
son 

（
一
九
四
五
年
十
月
―
十
二
月
九
日
）。

（
19
）「
大
島
郡
に
は
ト
カ
ラ
列
島
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
北
緯
三
十
度
に
及
ぶ
の
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
問
題
に
せ
ず
に
す
ま
せ
た
。」（『
運
命
の
島
々
』
一
一
四
頁
）

（
20
）
奄
美
守
備
隊
最
後
の
復
員
輸
送
船
（『
運
命
の
島
々
』
一
一
四
頁
）

（
21
）
一
九
四
六
年
二
月
二
日
「
二
・
二
宣
言
」
本
稿
解
題
（
注
15
）
参
照
。

（
22
）「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
奄
美
大
島
に
渡
来
し
た
の
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
年
）
で
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信
者
も
多
か
っ
た
が
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
教
会
堂
を
閉
鎖
し
た
。
そ
の
原

因
は
宣
教
師
が
海
峡
を
偵
察
し
た
か
ら
だ
と
聞
い
て
い
る
、
こ
ん
な
こ
と
が
問
題
に

な
る
位
に
、
往
年
の
大
島
海
峡
の
軍
事
的
価
値
は
大
き
か
っ
た
。」（『
運
命
の
島
々
』

一
一
九
頁
）

（
23
）
手
記
に
は
欠
落
。

（
24
）
手
記
に
はY

.W
.M
cadoo

及
びBoy

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
（
外
務
省
記
録A

’

6.1.1.3-1

「
南
西
諸
島
帰
属
問
題 

奄
美
群
島 

第
一
巻
」）
に
よ
り
、G.W

.M
cadoo

及

びBox

に
訂
正
し
た
。

（
25
）
こ
の
一
行
は
手
書
き
で
補
記
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）
手
記
の
中
で
唯
一
沖
縄
で
の
降
伏
文
書
調
印
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
。

（
27
）
一
九
四
五
年
台
風
二
〇
号
で
阿
久
根
台
風
と
言
わ
れ
る
。

（
28
）
一
九
四
五
年
台
風
一
六
号
で
枕
崎
台
風
と
言
わ
れ
る
。
室
戸
台
風
、
伊
勢
湾
台
風
と

並
ぶ
昭
和
の
三
大
台
風
の
一
つ
。

（
29
）
ハ
ブ
。
奄
美
沖
縄
諸
島
に
分
布
す
る
毒
蛇
。

（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
）


